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■
開
催
趣
旨

　

伊
藤
博
文
は
、
近
代
国
家
日
本
の
か

た
ち
を
作
っ
た
人
で
す
。
大
き
な
功
績

が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
間
一
般

で
の
評
価
は
か
な
ら
ず
し
も
正
当
な
も

の
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
本
当
の
伊
藤
公

の
業
績
や
人
柄
を
知
り
、
そ
こ
か
ら
学

ぶ
た
め
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

▽
と
き　

９
月
13
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
〜
５
時
（
予
定
）

▽
と
こ
ろ　

萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容

第
１
部
【
基
調
講
演
】

▽
午
後
１
時
40
分
〜
２
時
40
分

▽
演
題　
「
伊
藤
博
文
と
明
治
天
皇
ー

日
本
の
か
た
ち
を
作
る
」

▽
講
師　

伊
藤
之ゆ

き
お雄
（
京
都
大
学
教
授
、

近
著
に
「
山
県
有
朋
ー
愚
直
な
権
力
者

の
生
涯
」
文
春
新
書
）

第
２
部【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

午
後
３
時
〜
５
時

▽
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
伊
藤
之
雄

▽
パ
ネ
ラ
ー
：
松
本
健
一
（
麗
澤
大
学

教
授
）、
瀧
井
一
博
（
国
際
日
本
文
化

研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）、
宮
地
ゆ
う

（
朝
日
新
聞
東
京
本
社
社
会
部
記
者
）、

一
坂
太
郎
（
萩
博
物
館
）

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
企
画
課
（
０
８

３
８
・
２
５
・
３
５
６
９
）

■
会
期　

９
月
12
日（
土
）〜
11
月
18
日

（
水
）
無
休

■
展
示
の
概
要

　

日
本
は
、
ア
ジ
ア
で
最
初
の
近
代
的

な
立
憲
制
国
家
を
建
設
し
ま
し
た
。
そ

の
過
程
で
、
憲
法
制
定
や
国
会
開
設
な

ど
に
尽
く
し
た
初
代
総
理
大
臣
伊
藤
博

文
の
功
績
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

大
日
本
帝
国
憲
法
を
完
成
さ
せ
る
道
の

り
と
、
ア
ジ
ア
に
対
す
る
関
係
を
中
心

に
展
示
を
構
成
し
、
日
本
の
近
代
国
家

建
設
を
め
ざ
し
た
伊
藤
博
文
の
軌
跡
を

た
ど
り
ま
す
。

■
主
な
展
示
品

◦
イ
ギ
リ
ス
へ
の
密
航
留
学
の
前
日
に
、

藩
の
重
臣
に
宛
て
た
伊
藤
博
文
ら
長
州

フ
ァ
イ
ブ
の
手
紙

◦
密
航
留
学
の
際
に
、
伊
藤
博
文
が
イ

今
年
は
、
吉
田
松
陰
が
亡
く
な
っ
て
１
５
０
年（
１
８
５
９
年
10
月
27
日
没
）、

伊
藤
博
文
が
亡
く
な
っ
て
１
０
０
年（
１
９
０
９
年
10
月
26
日
没
）の
節
目
の
年
で
す
。

松
陰
先
生
１
５
０
年
祭
と
し
て
、
10
月
25
日
に
記
念
行
事
、
10
月
28
日
に
は

松
陰
神
社
内
に
宝
物
殿「
至
誠
館
」が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
（
次
回
、
９
月
号
で
紹
介
）。

伊藤博文の大礼服
（兵庫県立歴史博物館蔵）

大阪会議ゆかりの地に残る
伊藤博文書「花魁（かがい）」

（花外楼蔵）

■
発
売
日　

９
月
２
日
（
水
）

■
１
シ
ー
ト　

１
２
０
０
円
で
限
定

販
売

９
月
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
特
別
展
を
開
催

　

熊
毛
郡
束つ

か
り荷

村
（
光
市
）
に
生
ま

れ
、
幼
く
し
て
萩
に
移
り
17
歳
の
時

に
松
下
村
塾
に
入
り
ま
し
た
。
高
杉

晋
作
ら
と
尊
王
攘
夷
運
動
に
身
を
投

じ
ま
し
た
が
、
英
国
へ
の
密
航
留
学

後
、
開
国
論
に
転
じ
倒
幕
に
奔
走
し

ま
し
た
。

　

明
治
維
新
後
、
兵
庫
県
知
事
・

工こ
う
ぶ部

大た
ゆ
う輔

な
ど
を
経
て
、
岩
倉
使
節

団
の
全
権
副
使
と
し
て
欧
米
を
視
察
、

明
治
15
年
（
１
８
８
２
）
に
も
憲
法

調
査
の
た
め
渡
欧
し
ま
し
た
。
明
治

18
年
、
初
代
内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
、

明
治
21
年
に
は
初
代
枢
密
院
議
長
と

な
り
憲
法
制
定
に
精
力
を
傾
け
、
国

会
開
設
後
は
立
憲
政
治
の
確
立
に
力

を
尽
く
し
ま
し
た
。
計
4
度
組
閣
し
、

筆
頭
元
老
と
し
て
政
界
の
頂
点
に
た

ち
ま
し
た
。

　

第
二
次
内
閣
組
織
時
に
は
日
清
戦

争
に
勝
利
し
、
下
関
条
約
の
締
結
に

臨
み
ま
し
た
。
日
露
戦
争
や
韓
国
併

合
を
め
ぐ
っ
て
は
、
軍
部
な
ど
の
対

外
強
硬
派
に
対
し
、
世
界
の
中
の
日

本
と
い
う
立
場
か
ら
柔
軟
な
外
交
政

策
を
展
開
し
ま
し
た
が
、
明
治
42
年
、

満
州
視
察
中
に
ハ
ル
ピ
ン
駅
頭
で
暗

殺
さ
れ
ま
し
た
。

伊藤博文（１８４１〜１９０９）

ギ
リ
ス
土
産
と
し
た
手
帳

◦
伊
藤
博
文
が
着
用
し
た
大
礼
服

◦
憲
法
調
査
の
た
め
、
伊
藤
博
文
が
受

け
た
欧
州
派
遣
の
勅
書

◦
大
日
本
帝
国
憲
法
の
草
稿

◦
暗
殺
時
に
伊
藤
博
文
が
着
用
し
て
い

た
シ
ャ
ツ

◦
暗
殺
さ
れ
る
直
前
に
揮
毫
し
た
詩
書

１

２

３
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萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
を
運
営
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
、
萩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ

マ
（
高
雄
一か

ず
と
し壽

理
事
長
）
が
、
６

月
９
日
、
映
画
館
存
続
へ
の
協
力
を

萩
市
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

昭
和
20
〜
30
年
代
、
映
画
は
単
な

る
娯
楽
に
と
ど
ま
ら
ず
庶
民
文
化
の

王
様
で
し
た
。
昭
和
40
年
代
に
５
館

（
萩
東
映
、
喜き

ら
く
か
ん

楽
館
、
萩
東
宝
、
ス

カ
イ
シ
ネ
マ
、
ス
バ
ル
座
）
も
あ
っ

た
映
画
館
が
、
今
で
は
、
喜
楽
館
の

流
れ
を
く
む
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
を
残

す
だ
け
。

　

萩
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
シ
ネ
マ
は
平
成

16
年
、
萩
か
ら
そ
の
映
画
館
の
灯
が

消
え
よ
う
と
し
た
と
き
に
市
民
有
志

で
結
成
。
し
か
し
、
人
口
減
や
山
陽

側
の
映
画
館
へ
観
客
が
流
出
し
、
厳

し
い
経
営
が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た

島
根
県
出
雲
市
か
ら
下
関
市
ま
で
の

山
陰
側
で
は
、
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
が

唯
一
の
映
画
館
。

　

会
で
は
、「
萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
を

支
え
る
１
０
０
０
人
の
仲
間
」
を

合
い
言
葉
に
会
員
を
募
集
中
（
現
在

２
２
０
人
）。
入
会
者
に
は
、
月
額

１
０
０
０
円
の
会
費
で
、
毎
年
、
誰

で
も
使
え
る
映
画
鑑
賞
券
13
枚
か
、

何
度
で
も
観
れ
る
パ
ス
カ
ー
ド
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

　
「
小
さ
い
頃
、
映
画
館
で
感
性
を

育
ん
だ
」「
映
画
で
育
っ
た
世
代
に
は

映
画
館
が
な
く
な
る
と
寂
し
い
」
と

い
う
声
援
を
受
け
、「
１
０
０
０
人
の

善
意
が
集
ま
れ
ば
映
画
館
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
入
会

や
協
力
支
援
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

■
申
し
込
み　

萩
市
東
田
町
18 

︲
４

萩
ツ
イ
ン
シ
ネ
マ
内
「
萩
ツ
イ
ン
シ

ネ
マ
を
支
え
る
１
０
０
０
人
の
仲

間
」
の
会

（
０
８
３
８
・
２
６
・
６
７
０
５
）

■夏休み中の上映作
◯ハリーポッターと謎のプリンス
◯クレヨンしんちゃん 
　オタケベカスカベ野生王国
◯ターミネーター４
◯ＲＯＯＫＩＥＳー卒業ー
など話題作

　

幕
末
の
志
士
で
思
想
家
の
吉
田
松

陰
（
１
８
３
０
〜
59
年
）
を
主
人
公

に
し
た
映
画
「
獄
に
咲
く
花
」
の
撮

影
が
、
６
月
23
日
萩
市
で
始
ま
り
ま

し
た
。
ロ
ケ
に
先
立
ち
、
主
演
の
前

田
倫み

ち
よ
し

良
さ
ん
や
近こ

の
え衛

は
な
さ
ん
ら
関

係
者
約
70
人
が
、
松
陰
神
社
で
映
画

の
成
功
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
へ
の
密
航
を
企
て
失
敗

し
た
松
陰
は
萩
の
野
山
獄
に
投
獄
さ

れ
ま
す
。
武
士
階
級
で
あ
り
な
が
ら
、

身
分
の
低
い
者
た
ち
と
つ
き
合
っ
た

こ
と
を
と
が
め
ら
れ
、
獄
に
入
れ
ら

れ
た
高
須
久
子
と
出
会
い
、
や
が
て

淡
い
恋
心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
そ

の
出
会
い
は
松
陰
の
人
生
に
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
と
い
う
物
語
。

原
作
は
下
関
市
在
住
の
直
木
賞
作
家
、

古
川
薫
さ
ん
の
「
野
山
獄
相そ

う
も
ん
し
ょ
う

聞
抄

〜
吉
田
松
陰
の
恋
」。

　

監
督
は
、
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
必
殺

仕
事
人
シ
リ
ー
ズ
な
ど
を
手
が
け
た

女
優
の
近
衛
は
な
さ
ん
。

　

会
見
し
た
近
衛
さ
ん
は
「
松
陰
先

生
は
萩
の
皆
さ
ん
が
大
切
に
思
っ
て

い
る
人
物
。
そ
の
傍
ら
に
い
た
女
性

を
演
じ
る
の
は
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
」、
前
田
さ
ん
は
「
ふ
だ
ん
見

ら
れ
な
い
人
間
的
な
松
陰
が
演
じ
ら

れ
れ
ば
」
と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
は
松
下
村
塾
や
下
関
市
、
京

都
な
ど
で
行
わ
れ
、
松
陰
の
命
日
に

あ
た
る
10
月
27
日
に
萩
市
な
ど
で
先

行
上
映
さ
れ
、
松
陰
生
誕
１
８
０
年

の
来
年
春
、
全
国
公
開
の
予
定
で
す
。

前田倫良さんと、近衛はなさん
来春公開

　萩の魅力を紹介する「萩観光トランプ」が新
たに登場しました。
　♥

ハート

“観光名所”、♣
クラブ

“イベント”、♦
ダイヤ

“偉人”、♠
スペード

“特産品”の４つのジャンルに分けて、萩の魅力
を紹介しています。また、トランプにはＱＲコー
ドがついていて、携帯電話でアクセスするとよ
り詳しい情報を見ることができます。
　萩市観光協会などで 800 円（税込）で販売。
また発送もします（送料を含め 1,000 円）。
■販売・問い合わせ　萩市観光協会（０８３８・
２５・１７５０、ＦＡＸ２５・２０７３）

萩の魅力
が満載！

石
原
興し

げ
るさ

ん
。
松
陰
役
は
、

山
口
県
出
身
で
映
画
「
長
州

フ
ァ
イ
ブ
」
で
遠
藤
謹
助
役

を
演
じ
た
前
田
倫
良
さ
ん
。

高
須
久
子
役
に
は
、
俳
優
目

黒
祐ゆ

う
き樹

さ
ん
の
長
女
で
、
松

方
弘
樹
さ
ん
の
姪
に
あ
た
る
、
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蔵
）
で
知
ら
れ
る
大お

お
ば庭

学が
く
せ
ん僊

の
娘
で
あ

る
。
北
海
は
画
家
へ
の
夢
を
絶
ち
難
く
、

48
歳
の
時
順
風
だ
っ
た
官
吏
の
職
を
辞

し
て
萩
に
帰
る
。
そ
し
て
豊
浦
中
学
の

図
画
教
師
を
勤
め
な
が
ら
創
作
に
精
を

出
す
の
だ
が
、
そ
れ
で
も
満
足
で
き
ず
、

53
歳
の
と
き
一
念
発
起
、
画
業
に
専

念
す
る
。
こ
う
し
て
精
神
の
自
由
を
得

た
北
海
は
、
作
画
三
昧
の
生
活
に
入
り
、

や
が
て
「
北
海
様
式
の
山
水
画
」
を
確

立
し
、
画
家
と
し
て
後
世
に
そ
の
名
を

残
す
こ
と
に
な
る
。

　

山
水
を
好
ん
だ
北
海
は
、
名
勝
、
長

門
峡
の
名
付
け
親
で
も
あ
り
、
晩
年
は

自
作
の
画
を
譲
渡
し
て
、
そ
の
益
金
で

長
門
峡
を
整
備
す
る
な
ど
観
光
振
興
に

も
尽
く
し
た
。

　

髙
樹
の
ぶ
子
は
、
フ
ラ
ン
ス
を
旅
し

た
時
ナ
ン
シ
ー
で
北
海
の
足
跡
に
触
れ

る
機
会
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
と
き
、

現
地
で
北
海
が
実
に
大
切
に
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
知
り
、「
近
代
化
の
遅
れ
て

い
た
あ
の
明
治
の
時
代
に
、
西
欧
人
の

心
を
捉
え
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
出
来

た
日
本
人
と
い
う
の
は
、
相
当
に
自
己

に
誇
り
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
き
っ
と
『
私
が
日
本

だ
』
と
い
う
気
概
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

と
共
感
を
深
め
た
の
が
執
筆
の
動
機

だ
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
は
人
物
の
設
定

と
展
開
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
。

　

北
海
と
い
う
人
物
を
浮
き
上
が
ら
せ

る
の
に
、
ナ
ン
シ
ー
の
下
宿
の
娘
と

の
恋
愛
、
同
郷
の
学
友
乃
木
希
典
と
の

親
交
、
美
術
商
と
ア
ー
ル
・
ヌ
ー
ボ
ー
、

作
中
に「
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」を
執
筆
中
の

女
性
作
家
の
「
私
」
と
北
海
の
ひ
孫
と

の
絡
み
な
ど
を
組
み
込
む
斬
新
な
手
法

を
用
い
、
登
場
人
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
北

雨
の
日
な
ど
、
重
い
雲
に
押
さ
え
つ
け

ら
れ
た
大
地
の
底
か
ら
、
ど
ど
お
ん
、

ど
ど
お
ん
、
と
重
い
太
鼓
の
音
な
ど
響

い
て
き
そ
う
な
気
が
す
る
。」

　

つ
ま
し
く
暮
ら
す
三
十
路
半
ば
の
娘

と
老
い
ゆ
く
母
親
の
心
理
物
語
。

　

娘
の
出
生
の
秘
密
を
、
呆
け
の
進
行

で
つ
い
口
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
恐

れ
る
母
は
、
正
気
の
間
に
自
ら
の
命
と

も
ど
も
秘
密
を
き
れ
い
に
消
し
去
ろ
う
、

そ
し
て
借
金
も
保
険
金
で
帳
消
し
に
し

て
娘
に
幸
せ
を
残
し
た
い
、
と
考
え
る
。

母
娘
の
放
火
計
画
は
静
か
に
そ
の
時
を

迎
え
る
。
す
べ
て
順
調
、
し
か
し
‥
‥

無
情
の
雨
が
遠
い
消
防
サ
イ
レ
ン
の
音

を
か
き
消
す
。

　

山
陰
の
町
萩
の
ど
ん
よ
り
し
た
気
候

を
心
の
背
景
に
配
し
た
佳
作
だ
。

“
萩
と
髙
樹
の
ぶ
子
”
と
い
え

ば
、
何
と
い
っ
て
も
「
Ｈ

Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
」
で
あ
る
。

　

高
島
北
海
は
、
１
８
５
０
年
（
嘉
永

ふ
る
さ
と
文
学
散
歩
21

３
年
）
萩
藩
の
藩
医
の
家
に
生
ま
れ
た
。

　

萩
市
江
向
の
河
添
に
近
い
自
動
車
学

校
通
り
の
一
角
が
誕
生
地
で
、
今
は
そ

れ
を
示
す
石
碑
が
建
っ
て
い
る
だ
け
で

あ
る
。

　

北
海
は
、
日
本
画
家
と
し
て
著
名
な

ば
か
り
で
な
く
、
日
本
人
で
初
め
て

地
質
図
を
作
っ
た
技
術
官
吏
と
し
て
も

知
ら
れ
る
。
ま
た
兵
庫
県
の
生
野
鉱
山

学
校
で
、
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
コ
ワ
ニ
エ

に
フ
ラ
ン
ス
語
や
地
質
学
、
植
物
学
を

学
び
、
こ
れ
を
機
に
36
歳
の
と
き
フ
ラ

ン
ス
の
ナ
ン
シ
ー
に
国
費
留
学
、
後
年

巨
匠
と
な
る
若
き
日
の
工
芸
作
家
、
エ

ミ
ー
ル
・
ガ
レ
と
親
交
を
結
び
、
彼
の

作
風
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
の
心
を
吹
き
込

む
と
い
う
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
３

年
後
に
帰
国
し
農
商
務
省
の
技
師
と
し

て
後
進
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
同
じ
萩

出
身
の
井
上
馨
大
臣
に
仕
え
た
こ
と
も

あ
る
。

　

北
海
の
妻
は
萩
の
著
名
な
画
家
で
有

名
な
「
鸞ら

ん
よ
じ
ゅ
ん
こ
う
ず

輿
巡
幸
図
」（
萩
博
物
館
所

髙
樹
の
ぶ
子
は
１
９
４
６
年
（
昭

和
21
年
）
山
口
県
防
府
市
に
生

ま
れ
た
。

　

出
版
社
勤
務
を
経
て
本
格
的
に
創
作

を
始
め
１
９
８
４
年
、「
光
抱
く
友
よ
」

で
芥
川
賞
を
受
賞
。
こ
の
あ
と「
水
脈
」

で
女
流
文
学
賞
、「
透
光
の
樹
」
で
谷

崎
順
一
郎
賞
、
２
０
０
６
年
「
Ｈ
Ｏ
Ｋ

Ｋ
Ａ
Ｉ
」
で
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣

賞
を
受
賞
す
る
な
ど
華
々
し
い
受
賞
歴

だ
。
ま
た
創
作
の
傍
ら
芥
川
賞
の
選
考

委
員
や
九
州
大
学
の
特
任
教
授
を
務
め

る
な
ど
活
動
の
幅
は
広
い
。

髙
樹
は
防
府
市
の
出
身
と
い
う
こ

と
も
あ
っ
て
、
素
材
を
県
内
に

求
め
た
作
品
も
多
い
。

　

萩
の
ま
ち
を
舞
台
に
借
り
た
小
品
に

「
灰
色
の
夢
」
が
あ
る
。

　
「
萩
の
町
に
は
灰
色
の
凛
々
し
さ
が

あ
る
。
日
本
海
に
面
し
て
展
け
た
町
は
、

夏
場
を
除
い
て
つ
き
抜
け
る
よ
う
な
青

空
に
恵
ま
れ
る
こ
と
は
少
な
い
。
冬
の

2005年　新潮社

現
在
、
日
本
経
済
新
聞
の
文
化
面
で
恋

愛
小
説
「
甘が

ん
く苦
上
海
」
を
連
載
中
。
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海
像
を
章
建
て
で
語
る
。
こ
う
し
た
小

説
評
伝
の
手
法
に
よ
っ
て
北
海
は
多
面

的
で
複
雑
な
個
性
と
し
て
描
出
さ
れ
る
。

　

髙
樹
の
ぶ
子
は
、
北
海
の
生
き
方
に

最
も
影
響
を
与
え
た
の
は
、
友
人
で

軍
人
、
の
ち
に
学
習
院
院
長
を
務
め
た

乃
木
希
典
で
あ
り
、
地
質
学
や
植
物
学

を
通
し
て
西
洋
学
問
の
体
系
を
教
え
て

く
れ
た
、
生
野
鉱
山
学
校
の
お
雇
い
技

師
フ
ラ
ン
シ
ス
ク
・
コ
ワ
ニ
エ
で
あ
り
、

さ
ら
に
は
洋
画
と
日
本
画
に
つ
い
て
考

え
さ
せ
て
く
れ
た
画
家
黒
田
清
輝
で

あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
髙
樹
は
北
海
は

技
術
官
吏
と
し
て
日
本
を
背
負
っ
て
ナ

ン
シ
ー
に
い
た
が
、
同
時
に
、
芸
術
家

と
し
て
の
確
固
た
る
自
己
が
あ
り
、
そ

の
な
い
ま
ぜ
の
内
奥
か
ら
噴
出
す
る
存

在
感
が
エ
ミ
ー
ル
・
ガ
レ
ら
の
心
に
強

く
響
い
た
の
だ
。
し
か
し
官
吏
と
い
う

枠
の
中
で
の
創
作
は
ど
こ
か
違
う
と
感

じ
続
け
、
結
果
50
歳
を
過
ぎ
て
画
業
専

念
を
決
断
し
た
の
だ
、
と
し
て
い
る
。

先
年
の
萩
市
で
の
講
演
会
で
は
そ
の
こ

と
を
「
芸
術
の
狂
気
と
人
生
の
王
道
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
解
説
し
て
い
た
。

　

文
芸
評
論
家
の
榎
本
正
樹
は
「
Ｈ
Ｏ

Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
は
官
僚
と
芸
術
家
と
い
う

二
つ
の
極
の
間
を
揺
ら
ぎ
、
両
者
に
引

き
裂
か
れ
な
が
ら
生
き
た
高
島
北
海
を
、

小
説
的
手
続
き
に
よ
っ
て
鮮
や
か
に
浮

か
び
あ
が
ら
せ
た
独
創
的
な
評
伝
で
あ

る
」
と
評
し
て
い
る
。

萩
市
で
も
近
年
高
島
北
海
を
も
っ

と
知
ろ
う
と
い
う
動
き
が
あ
る
。

　

先
年
「
長
州
フ
ァ
イ
ブ
と
高
島
北
海

の
足
跡
を
辿
る
旅
」
が
企
画
さ
れ
、
市

民
の
有
志
が
ロ
ン
ド
ン
や
ナ
ン
シ
ー
を

訪
れ
た
。
ま
た
「
高
島
北
海
と
エ
ミ
ー

ル
・
ガ
レ
展
」
も
開
か
れ
た
。

　

ナ
ン
シ
ー
は
、
か
っ
て
ロ
レ
ー
ヌ
公

国
の
首
都
と
し
て
栄
え
、
伝
統
的
に
ガ

ラ
ス
工
芸
が
盛
ん
な
土
地
柄
だ
。
中
心

は
ロ
コ
コ
調
の
市
庁
舎
な
ど
に
囲
ま
れ

た
ス
タ
ニ
ス
ラ
フ
広
場
。
端
か
ら
端
ま

で
歩
く
こ
と
も
出
来
そ
う
な
小
さ
な
町

の
ジ
ラ
ー
ル
通
り
に
北
海
が
学
ん
だ
ナ

ン
シ
ー
森
林
学
校
が
あ
る
。
広
い
敷
地

に
管
理
棟
や
研
修
棟
が
並
ぶ
。
校
長
は
、

「
雰
囲
気
は
往
時
と
変
わ
ら
ず
、
図
書

館
に
は
当
時
北
海
が
借
り
た
本
の
貸
し

出
し
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
」
と
現
物

を
見
せ
て
く
れ
た
。
ま
た
北
海
が
ナ
ン

シ
ー
市
民
に
驚
嘆
の
目
で
迎
え
ら
れ
た

の
は
、
彼
の
即
興
の
水
墨
画
や
昆
虫
や

植
物
画
が
下
書
き
な
し
で
精
密
に
描
き

あ
が
る
こ
と
だ
と
い
う
。
洋
画
で
は
ま

ず
線
描
す
る
の
で
、
そ
の
違
い
が
と
て

も
新
鮮
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は

北
海
が
医
家
の
必
須
「
本
草
学
」
と
し

て
薬
用
の
動
植
物
の
写
生
に
修
練
を
積

ん
で
い
た
こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

　

ナ
ン
シ
ー
派
美
術
館
に
は
エ
ミ
ー

ル
・
ガ
レ
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
代
表

作
と
も
い
え
る
水
晶
の
体
に
螺ら

で
ん鈿
の
羽

根
を
も
つ
巨
大
な
蛾
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

「
曙
と
黄
昏
」と
い
う
名
が
つ
い
た
ベ
ッ

ド
な
ど
数
々
の
工
芸
品
が
展
示
さ
れ
て

い
る
。

　

な
ぜ
蛾
な
の
か
、
と
て
も
理
解
で
き

な
い
が
、
北
海
と
ガ
レ
の
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ

ム
の
融
合
品
が
こ
の
作
品
だ
と
す
れ
ば
、

そ
れ
は
そ
れ
で
大
い
に
興
味
を
満
た
す

も
の
で
は
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
ナ
ン
シ
ー
派
美
術
館
に

北
海
の
作
品
と
北
海
の
肖
像
レ
リ
ー
フ

が
展
示
さ
れ
て
い
る
の
に
は
驚
い
た
。

遠
い
明
治
の
日
々
、
萩
に
生
ま
れ

た
一
人
の
日
本
人
官
吏
が
異
国

フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ン
シ
ー
で
学
び
、
同
地

の
若
い
芸
術
家
に
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
で
多

大
な
影
響
を
与
え
た
と
い
う
。
そ
の
成

果
は
や
が
て
逆
移
入
さ
れ
、
日
本
人
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
森
鷗
外
や
夏

目
漱
石
が
異
国
文
化
の
狭
間
で
苦
悩
し

た
こ
と
を
思
え
ば
、
髙
樹
の
ぶ
子
の
描

く
北
海
の
そ
れ
は
実
に
さ
わ
や
か
な
自

然
流
で
、
鷗
外
や
漱
石
の
寄
宿
地
が
先

進
都
会
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
斟
酌
し
て

も
、
北
海
の
お
お
ら
か
な
心
情
と
足
跡

の
大
き
さ
に
は
感
慨
を
憶
え
ず
に
は
お

れ
な
い
。

高
井　

誠
（
エ
ッ
セ
イ
ス
ト　

日
本
ペ

ン
ク
ラ
ブ
会
員
）

萩 芸術・文芸の広場
　

萩
市
の
切
り
絵
画
家　

上
田
豊
治
さ

ん（
40
歳
、萩
市
椿
東
在
住
）の
画
集「
き

り
え
の
仕
事
が
う
れ
し
い
〜
光
と
影
と

こ
こ
ろ
〜
」
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
豊

治
さ
ん
を
支
え
、
共
に
歩
ん
だ
母
親
の

幸
子
さ
ん
（
66
歳
）
の
文
章
も
添
え
ら

れ
た
二
人
の
合
作
集
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
治
さ
ん
は
３
歳
の
と
き
に
自
閉
症

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
宇
部
養
護
学
校

高
等
部
で
、
授
業
で
切
り
絵
を
教
わ
り
、

そ
の
後
、
20
歳
の
頃
か
ら
本
格
的
に
切

り
絵
の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

豊
治
さ
ん
の
“
夢
の
実
現
”
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
萩
市
だ
け
で
な
く
、
東

京
、
札
幌
、
横
浜
な
ど
で
も
個
展
を
開

催
、
２
０
０
２
年
に
は
カ
ナ
ダ
で
も
個

展
を
開
催
し
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
に

萩
市
山
田
に
開
い
た
ア
ト
リ
エ
「
と
よ

の
庵
」
が
制
作
の
拠
点
で
す
。
作
品
は

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
１
本
で
制
作
。
細
か

い
部
分
も
１
㎜
以
下
の
線
で
丁
寧
に
表

現
さ
れ
、
大
作
に
な
る
と
一
つ
の
作
品

に
２
、３
か
月
を
か
け
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
出
版
さ
れ
た
画
集
に
は
、
藍
場

川
、
反
射
炉
な
ど
の
萩
市
の
風
景
や
、

東
京
の
銀
座
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
の
滝
な
ど

旅
先
で
見
た
風
景
、
家
族
の
姿
な
ど
の

作
品
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
治
さ
ん
は
、
作
品
集
の
中
で
、「
ぼ

く
は
夢
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
き
り

え
を
一
生
懸
命
が
ん
ば
る
と
、
夢
が
実

現
し
ま
す
。
世
界
中
で
、
き
り
え
の
個

展
が
し
た
い
で
す
。」と
綴
っ
て
い
ま
す
。

　

幸
子
さ
ん
は
「
豊
治
の
切
り
絵
と
私

の
気
持
ち
の
入
っ
た
絵
本
の
よ
う
な
作

品
集
を
作
る
こ
と
が
夢
で
し
た
。
ぜ
ひ
、

親
子
で
め
く
っ
て
も
ら
え
る
本
に
な
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
に

障
害
を
持
つ
人
た
ち
の
励
み
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
も
思
い
ま
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

切
り
絵
画
家　
上
田
豊
治
さ
ん

Ａ
４
判
変
型
／
１
４
１
ペ
ー
ジ

価　

格　

２
２
０
０
円

発　

行　

樹
心
社

注
文
・
問
い
合
わ
せ　

ア
ト
リ

エ
「
と
よ
の
庵
」（
０
９
０
・
５

２
６
５
・
７
５
７
１
）
上
田

〜光と影とこころ〜
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り
、
中
央
公
園
に
な
っ
て
い
た
こ
と
。

町
の
真
ん
中
に
抜
け
る
よ
う
な
景
色
が

広
が
っ
て
い
て
、
気
持
ち
良
い
で
す
ね
。

父
親
と
一
緒
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
普

段
話
せ
な
い
よ
う
な
こ
と
も
じ
っ
く
り

話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

　

ま
た
、
萩
市
役
所
を
訪
問
し
た
際
、

野
村
萩
市
長
は
「
萩
を
舞
台
に
し
た
大

河
ド
ラ
マ
が
企
画
さ
れ
た
と
き
に
は
ぜ

ひ
出
演
を
」
と
期
待
を
こ
め
、
松
本
さ

ん
も
「
声
を
か
け
て
頂
け
る
な
ら
ぜ
ひ

出
演
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

ド
ラ
マ
も
い
よ
い
よ
後
半
に
入
り
ま

す
。
撮
影
へ
の
意
気
込
み
と
し
て
、
松

本
さ
ん
は
「
こ
の
た
び
僕
は
２
年
半
ぶ

り
に
帰
省
し
た
の
で
す
が
、
萩
の
皆
さ

ん
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
ご
声
援
を
頂
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
温
か
い
お

声
を
力
に
、
現
在
撮
影
中
の
大
河
ド
ラ

マ
『
天
地
人
』
に
て
、
皆
さ
ん
に
よ
り

深
い
感
動
を
お
届
け
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
！
」

と
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

大
河
ド
ラ
マ
で
の
松
本
さ
ん
の
活
躍

を
お
楽
し
み
に
！

　

萩
市
平
安
古
町
出
身
で
、声
楽
家
の
米ま

い
や谷

朋
子
さ
ん（
30
歳
、東
京
都
在
住
、旧
姓
宮
内
）

が
、５
月
９
日
、
神
奈
川
県
横
須
賀
市
で
開

催
さ
れ
た「
世
界
オ
ペ
ラ
歌
唱
コ
ン
ク
ー
ル

『
新
し
い
声
２
０
０
９
』ア
ジ
ア
予
選
」で
優
秀

賞
に
選
ば
れ
、10
月
に
ド
イ
ツ
ギ
ュ
ー
タ
ー

ス
ロ
ー
で
行
わ
れ
る
本
選
に
出
場
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
声
種
は
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
世
界
的
に
通
用

す
る
才
能
を
持
つ
若
手
オ
ペ
ラ
歌
手
の
発

掘
、
育
成
を
目
的
と
し
て
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
テ

ル
ス
マ
ン
財
団
が
主
催
、
１
９
８
７
年
か
ら

こ
れ
ま
で
に
12
回
開
催
さ
れ
、
本
選
の
参
加

者
は
ド
イ
ツ
を
は
じ
め
世
界
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ

ス
の
芸
術
監
督
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
メ
デ
ィ

ア
の
代
表
の
前
で
歌
を
披
露
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
ま
す
。
今
年
の
ア
ジ
ア
予
選
に
は
、
日

本
、
中
国
、
韓
国
、
台
湾
な
ど
か
ら
87
人
が

出
場
。
決
勝
に
は
14
人
が
残
り
、
米
谷
さ
ん

は
優
秀
賞
３
人
の
う
ち
の
１
人
に
選
ば
れ
ま

し
た
。
米
谷
さ
ん
以
外
は
、
韓
国
と
台
湾
の

女
性
。

　

受
賞
し
た
と
き
は
「
た
だ
驚
き
ま
し
た
」

と
い
う
米
谷
さ
ん
。
本
選
に
向
け
て
「
オ
ペ

ラ
の
本
場
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
。
言
語
の
面
を

と
っ
て
み
て
も
ア
ジ
ア
人
に
は
ハ
ン
デ
が
あ

り
、
レ
ベ
ル
は
低
い
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
ア
ジ
ア
の
レ
ベ
ル
も
年
々
上
が
っ

て
き
て
い
る
の
で
、
ア
ジ
ア
人
と
し
て
誇
り

を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
て
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
意
欲
は
十
分
。

　

米
谷
さ
ん
は
、
明
倫
小
学
校
、
指
月
中
学

校
を
卒
業
後
、
萩
高
等
学
校
で
合
唱
部
に
所

属
。
ソ
プ
ラ
ノ
の
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
し
、
全
国
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
島
根
大
学
教
育
学
部
、
東
京
藝
術

大
学
、
同
大
学
院
オ
ペ
ラ
専
攻
を
修
了
。
現

在
は
、
日
本
声
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
で
、
各

種
コ
ン
サ
ー
ト
へ
多
数
出
演
す
る
ほ
か
、
合

唱
団
の
指
揮
、
発
声
ト
レ
ー
ナ
ー
と
し
て
も

活
躍
す
る
な
ど
、
新
進
音
楽
家
と
し
て
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、「
日
本
だ
け
で
な
く
、

機
会
が
あ
れ
ば
海
外
で
も
音
楽
の
勉
強
を
し

た
い
。
ま
た
、
山
口
・
萩
で
も
歌
い
た
い
。

私
が
小
さ
い
頃
は
、萩
で
、ク
ラ
シ
ッ
ク
（
特

に
声
楽
）
の
演
奏
を
生
で
聴
く
機
会
が
め
っ

た
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
や

オ
ペ
ラ
を
萩
の
人
に
も
も
っ
と
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
た
め
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
12
月
23
日
（
水
・
祝
）、
萩
市
民
館

で
開
催
さ
れ
る
山
口
県
芸
術
演
奏
会
に
出
演

す
る
こ
と
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

萩
市
吉
田
町
出
身
の
俳
優　

松
本
実

さ
ん（
35
歳
、
東
京
都
在
住
）が
、
今
年

１
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ「
天
地
人
」に
出
演
中
で
す
。
役
ど

こ
ろ
は
、
戦
国
時
代
の
武
将　

上
杉
景

勝
の
家
臣
で
、主
人
公
の
直
江
兼
続（
妻

夫
木
聡
）の
幼
友
達“
上
田
衆
”
の
一
人

　

山
岸
尚
家（
深
沢
弥
七
郎
）
役
。
兼

続
と
一
緒
に
戦
っ
た
り
、
祝
い
の
席
で

一
緒
に
踊
っ
た
り
と
、
兼
続
を
よ
く
補

佐
す
る
仲
間
と
し
て
登
場
し
て
い
ま
す
。

　
「
こ
ん
な
に
長
い
期
間
一
つ
の
作
品

に
関
わ
る
の
は
初
め
て
で
す
が
、
楽
し

く
演
じ
て
い
ま
す
。『
天
地
人
』
に
出

演
し
て
い
る
主
演
の
妻
夫
木
さ
ん
や

“
上
田
衆
”
の
他
の
俳
優
さ
ん
た
ち
と

は
、
仕
事
外
で
も
一
緒
に
食
事
に
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
」
と
松
本
さ
ん
。

　

撮
影
は
昨
年
の
９
月
か
ら
は
じ
ま
り
、

今
年
の
９
月
ま
で
続
く
そ
う
で
す
が
、

５
月
に
撮
影
の
休
み
を
利
用
し
て
、
約

２
年
半
ぶ
り
に
萩
に
帰
省
、
懐
か
し
い

萩
の
町
を
回
っ
て
歩
い
た
そ
う
で
す
。

　
「
久
し
ぶ
り
に
萩
に
帰
っ
て
き
て
一

番
驚
い
た
の
は
、
市
民
球
場
が
な
く
な

▲本選出場を決めた３人（右から米谷さん、台湾、韓国の参加者）

ＮＨＫ大河ドラマ

（
萩
高
平
成
９
年
卒
、
30
歳
）

世界オペラ
歌唱コンクールへ
出場決定！
“ 海外でも音楽の勉強をしたい ”

「天地人」に
出演中！

（
萩
高
平
成
４
年
卒
、
35
歳
）

主人公の幼友達の
一人として登場
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国際的作曲
コンク−ル　　　で
第２位！

　

萩
市
椿
東
松
本
市
出
身
で
、
現
代
音
楽
作

曲
家
の
山
本
和
智
さ
ん
（
33
歳
、
東
京
都
在

住
）
が
、
５
月
31
日
に
東
京
都
で
行
わ
れ
た

若
手
作
曲
家
の
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
「
武
満
徹

作
曲
賞
」で
、第
２
位
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

武
満
徹
作
曲
賞
は
、
現
代
音
楽
作
曲
家

と
し
て
世
界
的
に
活
躍
し
た
武
満
徹
さ
ん

（
１
９
３
０
〜
１
９
９
６
）
の
遺
志
を
引
き

継
ぎ
、「
21
世
紀
の
新
し
い
風
を
感
じ
る
創

造
的
な
音
楽
が
生
み
出
さ
れ
る
こ
と
」
を

期
待
し
て
１
９
９
７
年
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
の
同
賞
に
は
、
世
界
26
か
国
か
ら

１
０
０
人
を
超
え
る
応
募
者
が
あ
り
、
山
本

さ
ん
の
曲
「　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

」
が

本
選
最
終
選
考
・
演
奏
会
で
第
２
位
の
評
価

を
得
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、
椿
東
小
学
校
、
萩
第
一
中

学
校
、
萩
商
業
高
校
を
卒
業
後
、
和
光
大
学

人
文
学
部
を
卒
業
し
、
作
曲
を
独
学
で
学
び

ま
し
た
。こ
れ
ま
で
、２
０
０
６
年
モ
リ
ナ
ー

リ
弦
楽
四
重
奏
国
際
作
曲
賞
第
１
位
（
カ
ナ

ダ
）
な
ど
、
国
際
作
曲
コ
ン
ク
ー
ル
で
数
々

の
最
優
秀
賞
獲
得
や
入
賞
を
果
た
し
、
現
在

世
界
的
に
最
も
注
目
さ
れ
る
作
曲
家
。
作
品

は
日
本
を
は
じ
め
、
カ
ナ
ダ
、
フ
ラ
ン
ス
、

ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
で
演
奏
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
第
２
位
を
受
賞
し
た
作
品
は
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
楽
器
配
置
に
も
斬
新
な
解
釈
を

加
え
た
作
品
。
音
楽
と
し
て
の
完
成
度
の
高

さ
だ
け
で
は
な
く
、
芸
術
表
現
の
枠
を
越
境

す
る
意
気
込
み
を
見
せ
る
意
欲
作
で
す
。

　

６
月
に
萩
市
に
帰
省
し
、
市
役
所
を
訪
問
。

そ
の
際
、
今
後
の
目
標
を「
今
ま
で
誰
も
聴

い
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
音
楽
を
作
る
こ
と

が
目
標
。
萩
を
テ
ー
マ
に
し
た
曲
も
い
つ
か

作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

山
本
さ
ん
は
、８
月
か
ら
開
催
さ
れ
る「
未

来
の
古
典
・
同
時
代
の
邦
楽
」
現
代
邦
楽
委

嘱
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
す
る
予
定
で
す
。

Z
A

I F
or O

rchestra 

▲受賞者の皆さん（左から３番目が山本さん）

夢
は
Ｋ
ー
１
グ
ラ
ン
プ
リ
！

“誰も聴いたことのない曲を作りたい”

（
萩
商
業
平
成
６
年
卒
、
33
歳
）

　国際作曲賞の優勝経験を持つ 30 代の若手現代作
曲家を中心に、日本の伝統楽器である箏

こと

と三味線の
ための作品を委嘱し、曲はすべて初演曲。約５か月
かけて日本各所とヨーロッパをツアーします。
□と　き　８月 29 日〜 12 月 13 日
□ところ　山梨、横浜、山口県萩市、京都、東京、
　　　　　フランス、ドイツ、オランダ
◆萩市での公演　９月19日（土）　午後６時30分〜
　　　　　　　　山口県立萩美術館・浦上記念館

を
手
に
し
ま
し
た
。

　
「
中
学
の
と
き
、
他
の
生
徒
が
自
転

車
で
通
学
す
る
中
、
足
首
に
重
り
を
つ

け
て
走
っ
て
ま
し
た
」
と
父
親
の
保

た
も
つさ

ん
。「
小
さ
い
頃
は
気
が
弱
い
面
が
あ

り
ま
し
た
。
ケ
ガ
は
心
配
で
す
が
、
や

り
た
い
こ
と
は
貫
い
て
ほ
し
い
」
と
母

親
の
益ま

す
こ子

さ
ん
の
温
か
く
て
大
き
な
応

援
が
あ
り
ま
す
。

　

空
手
だ
け
で
は
将
来
的
に
も
生
活
が

不
安
定
な
た
め
、
今
年
４
月
か
ら
東
京

に
拠
点
を
移
し
、
昼
は
不
動
産
会
社
に

勤
め
、
夜
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
ハ
ー
ド

な
毎
日
。

　
「
将
来
は
、
プ
ロ
の
格
闘
家
と
し
て

Ｋ
︲
１
グ
ラ
ン
プ
リ
に
出
場
し
た
い
」

と
中
川
さ
ん
。
ま
だ
ま
だ
夢
の
階
段
を

駆
け
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

萩
市
椿
東
前
小
畑
出
身
の
中
川
賢
一

郎
さ
ん
（
24
歳
、１
７
５
㎝
、80
㎏
）
が
、

６
月
21
日
、
空
手
の
世
界
大
会
、
第
４

回
新し

ん
き
ょ
く
し
ん
か
い

極
真
会
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
in
ロ

シ
ア
に
北
米
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

　

中
川
さ
ん
は
、
萩
東
中
時
代
に
空
手

道
場
に
通
い
は
じ
め
、
め
き
め
き
と
上

達
し
、
20
歳
の
と
き
に
全
日
本
選
手
権

大
会
で
優
勝
。

　

翌
年
更
な
る
飛
躍
を
目
指
し
て
、
ア

メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
単
身
で
移

住
。
世
界
一
厳
し
い
と
い
わ
れ
る
道
場

で
稽
古
に
励
み
「
で
も
、
そ
れ
が
あ
る

か
ら
、
大
会
で
は
緊
張
し
ま
せ
ん
」
と

中
川
さ
ん
。
ブ
ラ
ジ
ル
で
グ
レ
イ
シ
ー

柔
術
、
タ
イ
で
キ
ッ
ク
ボ
ク
シ
ン
グ
を

学
ぶ
な
ど
、
空
手
の
た
め
に
世
界
各
地

で
武
者
修
行
。
昨
年
11
月
北
米
選
手
権

で
優
勝
し
、
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
切
符

空
手
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
へ
出
場

（
萩
工
業
平
成
15
年
卒
、
24
歳
）

武満徹
作曲賞
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先
代
で
あ
る
父
が
、
夏
み
か
ん
問
屋

で
働
い
て
い
た
経
験
を
活
か
し
、
昭
和

45
年
に
個
人
事
業
と
し
て
夏
み
か
ん

問
屋
た
け
な
か
を
開
業
い
た
し
ま
す
。

当
時
私
は
高
校
を
卒
業
し
て
大
阪
で

１
２
５
年
の
歴
史
の
あ
る
繊
維
問
屋
に

就
職
し
、
出
荷
、
物
流
、
デ
パ
ー
ト
納

品
、
販
売
の
広
報
を
業
務
と
し
て
い
ま

し
た
。
と
は
い
え
、
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
の
で
、
行
く
末
は
萩
に
帰
っ
て
跡

を
継
ぐ
こ
と
は
約
束
さ
れ
て
お
り
、
開

業
か
ら
４
年
後
の
昭
和
49
年
、
先
代
か

ら
「
帰
っ
て
こ
い
」
と
電
話
が
あ
っ
た

の
を
機
に
帰
萩
し
ま
す
。

　

萩
に
帰
っ
て
、
ま
ず
目
に
付
い
た
の

が
、
今
で
言
う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と

し
て
構
え
て
い
た
松
陰
神
社
店
に
置
い

て
あ
る
大
学
ノ
ー
ト
数
冊
分
の
住
所
録

で
し
た
。
そ
こ
に
は
、
過
去
松
陰
神
社

店
で
お
土
産
を
買
い
、
現
地
配
送
さ
れ

た
観
光
客
の
方
々
の
個
人
情
報
が
書
か

れ
て
い
た
の
で
す
。
繊
維
問
屋
で
勤
め

て
い
る
と
き
デ
パ
ー
ト
で
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
（
以
下
Ｄ
Ｍ
）
を
書
い
て
発
送

し
、
そ
の
効
果
を
よ
く
知
っ
て
い
た
だ

け
に
、
こ
れ
は
使
え
る
と
、
そ
の
住
所

録
を
元
に
Ｄ
Ｍ
の
発
行
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
思
惑
通
り
Ｄ
Ｍ
回
収
率
は
高

く
、
個
人
を
対
象
と
し
た
事
業
展
開
の

礎
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

　

昭
和
55
年
、
結
婚
を
境
に
先
代
か
ら

経
営
権
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。
そ
れ
ま
で

の
６
年
間
で
も
感
じ
、
経
営
者
と
な
り

夏
み
か
ん
問
屋
を
営
む
に
あ
た
っ
て
改

善
し
な
け
れ
ば
と
更
に
強
く
感
じ
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
取
り
扱
う
商
品
が
、
生
モ

ノ
で
あ
り
季
節
モ
ノ
で
あ
る
が
ゆ
え
に

年
間
通
し
て
の
仕
事
と
な
ら
ず
、
確
実

な
雇
用
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
。
そ

れ
は
、
農
家
の
高
齢
化
に
も
関
係
し
、

夏
み
か
ん
を
取
り
扱
う
の
に
、
年
々
夏

み
か
ん
を
収
穫
す
る
手
が
足
ら
な
く

な
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
も

う
一
つ
は
、
市
場
の
相
場
で
価
格
が
決

ま
っ
て
し
ま
い
、
事
業
と
し
て
リ
ス
ク

が
高
い
と
い
う
と
こ
ろ
。

　

さ
ら
に
、
出
荷
す
る
商
品
は
形
の
良

い
モ
ノ
を
と
な
り
ま
す
の
で
、
品
質
に

関
わ
ら
ず
形
の
悪
い
も
の
の
は
廃
棄
せ

ざ
る
を
え
ず
、
収
穫
し
た
も
の
の
う
ち
、

実
に
３
割
が
お
金
に
換
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
で
い
ま
し
た
。
い
わ
ば
血
の
巡

り
が
悪
く
無
駄
の
多
い
状
態
だ
っ
た
の

で
す
。
そ
れ
を
打
開
す
べ
く
取
り
組
ん

だ
の
が
加
工
商
品
の
開
発
と
販
売
で
す
。

　

３
年
に
わ
た
り
商
品
開
発
を
行
い
、

平
成
２
年
、
後
に
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
る

『
柑か

ん
の
し
ず
く

乃
雫
』
の
販
売
に
至
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
、
生
産
、
収
穫
、
加
工
、
販

売
と
い
う
流
れ
を
生
み
出
す
こ
と
が
で

き
、
年
間
通
じ
て
の
仕
事
を
確
保
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
松
陰
神
社
店
と
い

う
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
絶
え
ず
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
Ｄ
Ｍ
を
使
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
萩
か
ら
市
外
、
県
外
の
個

人
客
へ
向
け
て
ロ
ス
の
少
な
い
商
い
が

で
き
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
在
で
は
、
全
国
16
の
デ

パ
ー
ト
の
お
中
元
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載

さ
れ
る
よ
う
に
も
な
り
、
購
買
者
か
ら

お
中
元
を
受
け
た
方
が
商
品
を
気
に
入

り
、
新
規
顧
客
と
し
て
注
文
を
い
た
だ

け
る
と
い
う
新
た
な
循
環
も
生
ま
れ
て

き
ま
し
た
。

　

そ
れ
も
す
べ
て
、
繊
維
問
屋
が
持
っ

て
い
た
ノ
ウ
ハ
ウ
、
先
代
か
ら
引
き
継

い
だ
も
の
、
腕
の
良
い
職
人
さ
ん
、
そ

し
て
何
よ
り
も
萩
の
特
産
品
・
夏
み
か

ん
と
い
う
、
素
晴
ら
し
い
素
材
・
能
力

の
お
陰
で
あ
り
、
私
は
そ
れ
ら
を
背
伸

び
せ
ず
繋
げ
た
だ
け
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
今
後
も
、
そ
の
循
環
を
、
萩

の
夏
み
か
ん
を
衰
退
さ
せ
な
い
よ
う
、

時
代
を
読
み
な
が
ら
新
た
な
バ
イ
パ

ス
と
接
続
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

身
の
丈
に
合
わ
せ
楽
し
み
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

シリーズ⑮ 萩 の 元 気 企 業 探 訪

問
屋
で
学
ぶ
、
Ｄ
M
の
効
果

萩の初夏の風物詩であり特産品である夏みかん。その夏
みかんの栽培生産業を営み、今や全国有名デパートのお
中元カタログに掲載されるほどのヒット商品『柑乃雫（か
んのしずく）』を開発し、加工・販売までを手がける有
限会社たけなかを訪問し、竹中一男（椿東椎原、59 歳）
代表取締役にお話を聞きました。

萩の特産品・夏みかんの
素晴しい素材・能力のおかげです。

良
い
環
境
を
、加
工
品
の
開
発

ノ
ウ
ハ
ウ
、
先
代
、
職
人
、

素
材
を
繋
げ
る

ヒット商品
！

柑乃雫

△夏みかんの果肉をしぼって、その
　皮を器にし、まるごとゼリーに
★「柑乃雫」を５名様にプレゼント！



�009年７月（第88号）9

「クラス会をいつ、どこで開催します」
という情報をお寄せください。萩の資
料送ります。投稿記事も歓迎します。

hagi-network@city.hagi.lg.jp

情報ください！

有限会社　たけなか
●本社／萩市大字椿東梶ヶ原2234-3
●電話／0838・26・0066
●http://www.haginet.ne.jp/users/
　natumikan/
●資本金／500万円
●年商／１億５,000万円
●従業員数／23人（パート含む）
●事業内容／夏みかんの生産から加工、販売
●取扱品目／夏みかん等の晩柑類とその加工
　品（ゼリー、ジュース、干菓子、マーマレード等）
●たけなかの商品を取り扱ったお中元カタロ
　グを持つデパート／東急、京急、井筒屋、
　大丸、遠鉄、藤崎、大和、天満屋等

●松陰神社店（境内）
●時間／8:00〜17：00、年中無休
●電話／0838・25・4111

久
し
ぶ
り
の
田
万
川
江
崎
会
を
開
催
し
ま
し
た

　

今
回
は
19
人
の
少
人
数
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
満
開
の
新
宿
御

苑
で
の
観
桜
と
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
レ
ス
ト
ラ
ン
「
桃
里
」
で
本
格

広
東
料
理
を
堪
能
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
と
、
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
で
歓
談
が
進
み
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
、

世
話
係
り
一
同
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
地
元
萩
と
の
交
流
を
一
層
深
め
る
た
め
に
も
一
人

で
も
多
く
の
「
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
会
員
が
増
え
れ
ば
と
願
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
と
も
私
共
世
話
係
り
と
し
て
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
多
く
の
方
が
楽
し
く
参
加
し
て
頂
け
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

中
村
元
巳

田万川江崎会 ４月４日

ホテルオークラ（新宿区）

会員投稿

6月3日〜5日
東京ビッグサイトにて

　新たな自社ブランドの確立を目指し、
フィンランドの若手デザイナー2人の
協力により、ダイニングセットのテーブ
ルと椅子、シェルフ（棚）などの試作品4
点を開発しました。竹素材の斬新さと、
洗練されたデザインが会場内の注目を集
め、期間中の面談は約150件。今後の
事業展開が大いに期待されます。

▷平成16年から同窓会名を光友会に、
出席者 50 人のうち初等科卒業の男性
が 6 人。光塩に 43 年間勤務で同窓会
担当の中村迪

み ち こ

子先生は今年 3 月退職
され、現在は奈古高校と光塩幼稚園に
非常勤勤務されています。最後は聖歌・
みははマリアの斉唱。
▷平成 20・21 年卒の左から光井綾、
小川真

ま や

綾、江山理
り え

江さん

6月14日

中野サンプラザ（中野区）

▷会場は、萩出身で明治の関西財閥の
重鎮・藤田伝三郎の大阪本邸だった太
閤園。75 人が出席。今回を機に萩商
工同窓会関西支部として一本化するこ
とを決定、新会長は窪田末男さん（工
業 41 年卒）、事務局長は烏田敏行さ
ん（工業 50 年卒）。
▷平成 21 年卒でビケンテクノ勤務の
4 人、田村愛、佐々木千

ち は る

陽、木嶋優希、
長岡祐紀さん

6月20日

太閤園（大阪市）関西支部総会

国
際
見
本
市

「
イ
ン
テ
リ
ア・ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
」展
に
出
展

タケ クリエイト ハギ
㈱

同窓会
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萩博物館

笠
山

　

今
年
５
月
末
、
萩
市
椿
東
越
ヶ
浜

明
神
池
前
に
オ
ー
プ
ン
し
た
お
食
事

処
・
萩
池
々
茶
屋
。
越
ヶ
浜
の
網
元
・

第
五
良
栄
丸
さ
ん
が
経
営
す
る
レ
ス

ト
ラ
ン
で
す
。
オ
ー
ナ
ー
は
第
五
良

栄
丸
の
船
長
夫
人
・
伊
澤
い
さ
江
さ

ん
。
お
店
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
の

は
、
い
さ
江
さ
ん
の
長
男
で
元
ラ
イ

ブ
ド
ア
社
営
業
マ
ン
の
経
歴
を
持
つ

伊
澤
英
孝
さ
ん（
28
歳
）。
そ
し
て
料

理
長
は
英
孝
さ
ん
の
幼
な
じ
み
で
あ

り
、
東
京
の
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の

厨
房
で
腕
を
磨
い
た
椙
本
記の

り
ゆ
き通
さ
ん

（
28
歳
）。
聞
い
た
だ
け
で
も
、
漁
師

パ
ワ
ー
と
若
者
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
こ

　

城
下
町
の
中
心
地
で
あ
る
萩
市
呉

服
町
の
木
戸
孝
允
旧
宅
前
に
今
年
６

月
、キ
モ
ノ
ス
タ
イ
ル
カ
フ
ェ
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。
着
物
の
レ
ン
タ
ル

が
で
き
る
全
国
で
も
珍
し
い
和
ス
タ

イ
ル
の
コ
ン
セ
プ
ト
カ
フ
ェ
で
す
。

　

こ
の
カ
フ
ェ
を
運
営
す
る
の
は
東

京
に
本
社
を
構
え
る
株
式
会
社
キ

モ
ノ
レ
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
。
同
社
の
社

長
を
務
め
る
の
は
、
こ
の
春
、
東
京

の
り
そ
な
銀
行
を
脱
サ
ラ
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ゆ
か
た
等
の
着
物
レ

ン
タ
ル
業
を
起
業
し
た
萩
市
出
身
で

現
在
東
京
都
在
住
の
関
伸
久
さ
ん

（
35
歳
）。
廃
れ
る
着
物
文
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
た
め
、
着
物
の
レ
ゾ
ン

デ
ー
ト
ル
（
フ
ラ
ン
ス
語
で
「
存
在

意
義
」
の
意
味
）
を
こ
の
事
業
を
通

１日 着付けのみ
ゆかた 2,480 円 1,000 円
きもの 3,980 円 2,000 円

●萩市椿東 6450-1（越ヶ浜明神池前）
●電話／ 0838・21・7111
●営業時間／ 11:00 〜 15:00
※夜は会席・宴会のご予約のみ
●定休日／火曜日（火曜日が祝日の場合水曜日）

●萩市呉服町2-39
●電話／0838・21・7000
●営業時間／9:00〜17:00
●定休日／木曜日

バ

と
が
で
き
る
イ
ケ
イ
ケ
な
お
店
で
す
。

　

店
内
は
一
面
パ
ノ
ラ
マ
ビ
ュ
ー
ガ

ラ
ス
で
明
神
池
の
全
景
が
眺
望
で
き
、

最
高
の
見
晴
ら
し
。
メ
ニ
ュ
ー
は
和

食
か
ら
イ
タ
リ
ア
ン
、
フ
レ
ン
チ
ま

で
幅
広
く
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
食
材
は
、

そ
の
日
の
朝
、
水
揚
げ
さ
れ
た
最
高

鮮
度
の
魚
介
類
が
メ
イ
ン
と
な
っ
て

い
ま
す
。
中
で
も
、
第
五
良
栄
丸
が

全
国
の
12
分
の
１
の
水
揚
げ
量
を
誇

る
バ
イ
貝
は
、
ど
の
調
理
法
で
も
合

う
極
上
の
一
品
で
す
。
更
に
一
番
高

価
な
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
萩
池
々
御
膳

で
も
１
６
０
０
円
と
、
そ
の
安
さ
に

驚
き
の
あ
る
お
店
で
す
。

若者が
Ｕターン
して起業

じ
て
世
の
中
に
問
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
こ
れ
が
社
名
の
由
来
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
常
識
を
破
る
低
価
格
の
レ

ン
タ
ル
料
金
・
着
付
け
料
金
が
設
定

さ
れ
て
お
り
、
観
光
客
は
も
と
よ
り

地
元
住
民
も
気
軽
に
利
用
で
き
ま
す
。

　

レ
ン
タ
ル
料
金
は
着
付
け
サ
ー
ビ

ス
付
き
で
、
ま
さ
に
「
常
識
破
り
」

で
す
！
店
舗
オ
ー
プ
ン
の
理
由
も
萩

の
地
元
住
民
に
気
軽
に
利
用
し
て
欲

し
い
と
の
思
い
か
ら
。
も
ち
ろ
ん
カ

フ
ェ
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
も
十
分
楽

し
め
ま
す
。

　

城
下
町
の
古
民
家
を
活
用
し
た
和

ス
タ
イ
ル
カ
フ
ェ
。
気
分
は
オ
ー
ル

シ
ー
ズ
ン「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
」で
す
！

お
食
事
処　

萩
池い

け
い
け々

茶
屋

キ
モ
ノ
ス
タ
イ
ル
カ
フ
ェ

イ
貝
は
極
上
の
一
品

城
下
町
の
中
心
で
着
物
姿

◁28歳の
　同級生
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父
方
の
祖
父
は
有
田
焼
の
作
家
で
し

た
。
父
は
初
代
・
藻そ

う
ふ
う風

で
あ
る
祖
父
の

長
男
と
し
て
生
ま
れ
、有
田
焼
の
作
家

と
し
て
道
を
歩
み
な
が
ら
、早
く
し
て

亡
く
な
っ
た
祖
父
の
代
わ
り
に
、６
人
の

兄
弟
を
養
う
た
め
陶
作
活
動
に
励
ん
で

い
た
そ
う
で
す
。
有
田
町
の
多
く
の
人

が
焼
き
物
業
に
従
事
す
る
中
で
、自
分

の
人
生
を
作
っ
て
い
こ
う
と
、茶
陶
を
勉

強
す
る
た
め
、
萩
の
地
を
訪
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
有
田
焼
作
家
で
あ
り
な
が

ら
萩
焼
を
も
習
得
し
、二
刀
流
の
作
家
と

し
て
兄
弟
を
養
お
う
と
、萩
に
根
を
下
ろ

す
こ
と
を
決
め
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
父
の
末
子
と
し
て
萩
で
生
ま
れ

た
私
は
、
い
つ
も
父
の
仕
事
を
見
て
い

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

窯
元
の
娘
で
あ
る
と
い
う
意
識
を
持
っ

た
学
生
時
代
を
過
ご
し
ま
す
。

　

陶
芸
家
を
目
指
す
こ
と
を
決
め
た

の
は
、
18
歳
の
進
路
を
決
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
き
で
し
た
。
既
に
兄
も
姉

も
そ
れ
ぞ
れ
自
分
の
人
生
を
歩
ん
で
い

ま
し
て
、
父
か
ら
の
言
葉
を
受
け
、
自

分
が
後
継
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
気
持
ち
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
た
、

傍
で
そ
の
制
作
を
見
る
こ
と
の
な
か
っ

た
美
し
い
焼
物
へ
の
憧
れ
が
あ
っ
た
の

も
大
き
な
要
因
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
父
か
ら
の
助
言
を
受
け
、

女
流
作
家
と
し
て
歩
む
の
な
ら
、
父
の

よ
う
に
二
刀
流
の
作
家
と
な
る
べ
き
で

あ
ろ
う
と
、
幅
広
い
陶
芸
と
、
磁
器
の

厳
し
さ
を
学
ぶ
た
め
、
佐
賀
県
立
有
田

窯
業
大
学
へ
進
学
し
ま
す
。
学
校
で
陶

磁
器
製
造
技
術
、
上
絵
・
下
絵
付
技
法

を
学
び
、
学
校
が
終
わ
っ
た
後
や
休
日

は
、
轆
轤
（
ろ
く
ろ
）
技
法
や
水
墨
画

を
習
い
に
行
く
と
い
っ
た
、
正
に
修
行

と
呼
べ
る
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
、
直
ぐ
に
萩
へ
帰
郷

し
ま
す
。
今
度
は
萩
焼
を
含
め
、
父
か

ら
陶
芸
全
般
を
学
ぶ
た
め
で
す
。
急
ぎ

足
の
よ
う
に
思
え
ま
す
が
、
時
間
は
限

ら
れ
る
も
の
。
特
に
若
い
と
き
の
時
間

は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
う
と
、

こ
れ
も
父
か
ら
の
助
言
で
あ
り
、
大
学

時
代
で
も
感
じ
た
こ
と
な
の
で
迷
う
こ

と
な
く
そ
う
し
ま
し
た
。

　

二
刀
流
の
作
家
を
目
指
す
こ
と
か
ら
、

将
来
ど
の
よ
う
な
作
家
に
な
り
た
い

か
は
既
に
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
萩
焼
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
陶
器

と
磁
器
、
幅
広
い
陶
芸
を
こ
な
す
作
家

で
す
。
作
家
活
動
を
始
め
た
平
成
14
年

よ
り
、
窯
の
仕
事
は
萩
焼
、
作
家
活
動

は
磁
器
と
分
別
し
て
活
動
し
て
す
る
こ

と
で
、
造
形
と
絵
付
け
の
仕
事
の
両
方

の
技
術
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

自
分
の
個
性
を
出
す
と
い
う
意
味
で
、

絵
付
け
を
施
し
た
萩
焼
も
制
作
し
て
い

ま
す
。
当
初
は
、
絵
付
け
の
入
っ
た
珍

し
い
萩
焼
に
抵
抗
を
感
じ
る
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
が
、
新
し
い
萩
焼
に
共
感
し

て
く
だ
さ
る
方
が
増
え
る
こ
と
で
、
作

陶
の
喜
び
を
感
じ
ま
し
た
。

　

と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
満
足
す
る
と

こ
ろ
で
は
な
く
、
終
わ
る
こ
と
の
な
い

探
究
心
を
持
ち
続
け
、
日
々
制
作
に
励

ん
で
い
ま
す
。
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
個
性
と
の
融
合

を
よ
り
深
く
追
い
求
め
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
萩
と
い
う
町
が
あ
っ
て
こ

そ
の
萩
焼
で
あ
る
こ
と
に
感
謝
し
、
陶

芸
活
動
に
限
ら
ず
、
以
前
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
萩
観
光
シ
ン
ボ
ル
レ
デ
ィ
ー
と

し
て
萩
の
宣
伝
活
動
や
、
現
在
行
っ
て

い
る
世
界
遺
産
暫
定
登
録
記
念
品
の
マ

グ
カ
ッ
プ
の
制
作
と
、
多
く
の
方
に
萩

陶
華
山  

松
尾
藻
風
窯

萩
焼
新
進
作
家
２

松
尾
優
子
さ
ん

萩
焼
で
は
な
い
ル
ー
ツ

伝
統
と
個
性

二
刀
流

藻
風
の
名
を
継
ぐ
た
め
に

（
萩
市
大
字
江
向
在
住　

30
歳

萩
光
塩
学
院
平
成
９
年
卒
）

昭和 53 年生まれ。平成９年萩光塩学院高等部卒業後、佐賀県立有田窯業大学へ進学、
平成 11 年上絵・下絵付技法研修入学、柿右エ門・今右エ門調習得、轆轤技法を日本
工芸会正会員村島昭文氏に師事、デッサンを行動美術協会会員藤崎恒頼氏に師事、平
成 12 年帰萩、平成 14 年作家活動を始める、平成 18 年女流陶芸正会員となる。
平成 14 年／第 99 回九州山口陶磁展 日刊工業新聞社賞 受賞
平成 16 年／第 38 回女流陶芸展 Ｔ氏賞受賞
平成 17 年／第 102 回九州山口陶磁展 日本経済新聞社賞 受賞
　　　　　   第 52 回日本伝統工芸展 入選
平成 18 年／第 40 回女流陶芸展 会員出展
■陶華山 松尾藻風窯：萩市椿沖原 414-19
　電話 0838・25・2136（FAX 兼）

の
事
を
知
っ
て
い
た
だ
く
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

マグカップ
（松陰神社）
★４名様にプレゼント！
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（
む
つ
み
吉
部
出
身
、
埼
玉
県
在
住
）

谷
内
田 

順
子
さ
ん

テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

５
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
恒
例
行
事
「
萩
焼
ま

つ
り
」
が
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
そ

の
会
場
内
で
萩
焼
の
「
テ
ー
ブ
ル
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
の
は
、
萩
出
身

の
谷や

内ち

田だ

順
子
さ
ん
（
59
歳
、
埼
玉
県

在
住
、
旧
姓
三
戸
）。
萩
焼
ま
つ
り
後

も
５
月
８
日
か
ら
24
日
の
間
、
会
場
を

旧
久
保
田
家
住
宅
（
萩
市
呉
服
町
）
へ

移
し
開
催
。
の
べ
約
６
０
０
０
人
が
来

場
し
ま
し
た
。

　

谷
内
田
さ
ん
は
旧
む
つ
み
村
吉
部
広

瀬
（
現
吉
部
下
）
の
生
ま
れ
。
吉
部
小

学
校
→
吉
部
中
学
校
→
野
田
学
園
（
山

口
市
）
の
後
、
文
化
女
子
大
学
家
政
学

部
（
東
京
都
）
を
卒
業
。
そ
の
後
、
同

大
学
教
授
の
ア
ト
リ
エ
の
助
手
と
し
て

縫
製
な
ど
を
つ
と
め
、
結
婚
後
は
自
宅

で
洋
裁
を
し
な
が
ら
、
家
業
を
手
伝
い

ま
し
た
。

　

テ
ー
ブ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
と
出

会
っ
た
の
は
今
か
ら
約
８
年
前
。
食
空

間
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
丸
山
洋
子
氏
の

主
宰
す
る
展
覧
会
で
魅
せ
ら
れ
、
夫
婦

や
友
達
と
家
で
楽
し
く
食
事
が
で
き
れ

ば
、
と
い
う
思
い
か
ら
丸
山
氏
の
講
座

へ
通
い
始
め
ま
し
た
。

　

２
０
０
７
年
に
東
京
ド
ー
ム
で
開
催

さ
れ
た
「
テ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
ア
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
で
は
、〈
家
族
の
記
念
日
〉

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
自
身
の
結
婚
記
念

日
と
十
五
夜
を
重
ね
、
テ
ー
ブ
ル
を

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
し
、
大
賞
・
経
済
産
業

大
臣
賞
を
受
賞
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
し
て
の
力
を
つ
け
ま
し
た
。

【萩焼「テーブルコーディネート展」から】
松尾優子の萩焼を桜の季節をイメージしコーディネート

2007 年テーブルウェア・フェスティバル大賞受賞作
　「月に見守られ…ふたりのライフステージに乾杯」

　

聖せ
い
る
か

路
加
国
際
病
院
（
東
京
都
）
理
事

長
の
日ひ

の
は
ら

野
原
重
明
さ
ん（
97
歳
）が
、
６

月
17
日
萩
を
訪
れ
、
通
心
寺
に
眠
る
父

親
と
先
祖
の
墓
参
り
と
、
萩
博
物
館
で

講
演
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

萩
博
物
館
を
見
学
し
て
「
材
木
が
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
て
あ
り
美
し
い
ね
。
松

陰
の
展
示
も
分
か
り
や
す
く
、
観
て
い

て
飽
き
ま
せ
ん
ね
」
と
の
感
想
。

　

講
演
で
は
、
自
身
が
理
事
長
を
務
め

る
新
老
人
の
会
の
メ
ン
バ
ー
に
、
目
標

と
な
る
人
に
会
う
た
め
全
国
を
歩
い
た

ご先祖の墓参り:通心寺（上野）にて

松
陰
を
「
や
り
た
い
こ
と
を
貫
い
た
実

行
の
人
」
と
紹
介
。「
70
歳
を
表
す
“
古

希
”
は
、
古こ

ら
い来
稀
な
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
今
で
は
女
性
の
平
均
寿
命
は
86
歳
。

皆
さ
ん
は
１
日
24
時
間
、
自
分
が
デ
ザ

イ
ン
し
て
使
え
る
時
間
を
持
っ
て
い
る
。

ご
主
人
に
遠
慮
し
て
で
き
な
か
っ
た
絵

や
書
道
、
語
学
な
ど
始
め
れ
ば
、
気
持

ち
が
若
返
り
長
生
き
し
ま
す
」
と
、
笑

い
を
交
え
て
楽
し
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
野
原
さ
ん
は
、
国
内
外
で
５
０
０

人
以
上
の
講
演
を
毎
年
約
１
６
０
回
、

小
学
校
で
の
講
演
を
40
回
以
上
と
い
う
、

超
多
忙
な
生
活
。
ま
た
昨
年
６
月
に
も

墓
参
り
で
萩
を
訪
れ
、
父
親
が
通
っ
て

い
た
明
倫
小
学
校
で
、
命
や
時
間
の
大

切
さ
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
朝
日
新
聞
の
土
曜
版
be
で
コ

ラ
ム
を
連
載
中
で
す
。

（
東
京
都
在
住
）

日
野
原 

重
明
さ
ん

聖
路
加
国
際
病
院
理
事
長

　

今
回
の
萩
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
展

に
つ
い
て
は
「
地
元
で
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
て
嬉
し
い
で
す
。
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
は
じ
め
た
と
き
か
ら
、
萩
焼

で
の
演
出
に
こ
だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

今
回
、
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
各
作

家
た
ち
の
作
品
を
見
て
回
り
ま
し
た
が
、

従
来
の
萩
焼
の
イ
メ
ー
ジ
と
違
い
、
個

性
的
な
作
品
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
７
月
22
日
か
ら
、
東
京
都
新
宿

区
の
伊
勢
丹
新
宿
店
で
開
催
さ
れ
る

「
萩
ガ
ラ
ス
展
示
会
」
で
も
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
を
務
め
ま
す
。
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○
西
浦
浩
子
（
千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
）

　

今
年
は
、
在
京
萩
高
校
合
同
同
窓
会

の
受
引
け
期
と
な
り
、
11
月
に
向
け
て

み
ん
な
で
集
ま
り
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
月
１
回
の
企
画
会
議
で
は
、
萩
の

話
題
で
盛
り
上
が
り
、
萩
へ
の
思
い
が

つ
の
り
ま
す
。
本
当
に
自
信
を
持
っ
て

誇
れ
る
町
だ
と
思
い
ま
す
。

○
長
尾
儀
一
（
埼
玉
県
朝
霞
市
）

　

主
人
も
姉
も
萩
出
身
で
す
の
で
、
よ

く
、
村
田
さ
ん
の
か
ま
ぼ
こ
を
送
っ
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
特
に
小
さ
な
ち
く

わ
は
、
孫
の
大
好
物
。
近
所
の
方
に
も

帰
っ
た
時
に
お
み
や
げ
と
し
て
求
め
て

い
ま
す
。
近
く
に
は
丸
井
が
あ
り
ま
す

が
、
時
々
で
ガ
ッ
カ
リ
し
て
い
ま
す
。

お
い
で
ま
せ
山
口
館
も
１
度
行
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
は
度
々
行
く
予
定
で
す
。

○
坂
本
薫
（
愛
知
県
安
城
市
）

　

萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
87
号「
金
太
郎
を
全
国
区
に
」

の
記
事
を
読
ん
で
、
金
太
郎
の
顔
を
し

ば
ら
く
見
て
い
な
い
事
に
気
が
付
き
ま

し
た
。
萩
を
出
て
40
年
ま
っ
た
く
見
て

い
ま
せ
ん
。
萩
も
の
が
た
り
の
「
萩
沖

の
魚
た
ち
」
を
取
り
出
し
て
み
ま
し
た

ら
表
紙
に
カ
ラ
ー
で
出
て
い
ま
し
た
の

で
な
つ
か
し
く
、
丸
干
し
の
焼
き
た
て

を
食
べ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。

○
山
本
昌
子
（
東
京
都
杉
並
区
）

　

萩
が
大
好
き
だ
っ
た
母
が
亡
く
な
り
、

寂
し
さ
の
中
片
づ
け
に
日
々
が
ど
ん
ど

ん
過
ぎ
て
行
き
ま
す
が
、
母
・
姉
妹
と

会
員
か
ら
の
お
便
り

め
ー
る
ぼ
っ
く
す
の
な
つ
か
し
い
旅
行
の
日
々
を
思
い
め

ぐ
ら
し
て
い
ま
す
。

○
岡
本
福
太
郎
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

　

４
月
14
日
か
ら
18
日
ま
で
、
生
ま
れ

故
郷
須
佐
へ
帰
省
し
、
海
苔
石
（
ホ
ル

ン
フ
ェ
ル
ス
）や
実
家
、中
学
、高
校（
水

産
高
校
）
の
同
級
生
な
ど
、
故
郷
を
満

喫
し
て
帰
浜
し
ま
し
た
。
こ
の
歳
に

な
っ
て
も
楽
し
み
が
一
杯
詰
ま
っ
て
い

ま
す
。
東
名
、
名
神
、
中
国
と
高
速
道

路
約
片
道
１
０
０
０
㎞
を
１
人
で
運
転

の
旅
で
し
た
が
、
中
国
道
で
は
高
速
な

の
に
50
㎞
／
ｈ
、
60 

km
／
ｈ
、
１
９
１

号
線
で
も
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
、
道
路
が
き

れ
い
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
立

派
な
道
路
を
機
能
す
べ
く
工
夫
指
導
の

必
要
性
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

○
阿
武
功
（
東
京
都
羽
村
市
）

　

３
月
に
瓦
町
の
叔
母
が
他
界
し
、
夏

に
墓
参
り
に
帰
り
ま
す
。
昨
年
は
見
舞

い
に
帰
り
、
萩
ロ
イ
ヤ
ル
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ト
ホ
テ
ル
に
２
泊
し
ま
し
た
。

今
年
も
２
泊
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
一
人
で
帰
郷
し
た
時
は
、
気
楽
に

泊
れ
ま
す
。
特
に
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ

れ
て
清
潔
で
安
い
の
で
気
に
入
っ
て
い

ま
す
。

○
岡
村
秀
三
郎
（
埼
玉
県
川
口
市
）

　

先
日
、
映
画
で
見
た
「
釣
り
バ
カ
日

誌
12
〜
史
上
最
大
の
有
給
休
暇
〜
」が
、

テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
の
を
見
て
、
改

め
て
萩
の
良
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

菊
ケ
浜
や
指
月
山
等
々
が
映
像
に
出
て

く
る
の
を
見
て
、
今
年
も
帰
省
し
な
く

て
は
と
思
っ
て
見
て
い
ま
し
た
。

　

夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
に
贈
る
萩

博
物
館
の
特
別
展
。
１
５
０
０
種
・

３
０
０
０
点
の
海
の
生
物
の
標
本
や

写
真
に
対
面
。
参
加
型
の
展
覧
会
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

◯
海
神
王
国
へ
の
羅
針
盤

▽
会
期
中
い
つ
で
も　

▽
ク
イ
ズ
を

解
い
て
応
募
す
る
と
、
抽
選
で
タ
カ

ラ
ガ
イ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
当
た
る

◯
潜
入
！
キ
ャ
プ
テ
ン
・
マ
ン
タ
ー

レ
の
秘
密
基
地

▽
夏
休
み
中
の
毎
週
土
曜
日
午
前
10

時
30
時
〜
、
午
後
２
時
30
分
〜　

▽

「
星
砂
」「
宝
貝
」「
怪
魚
」
な
ど
魚

や
貝
の
秘
密
を
解
き
明
か
そ
う

◯
海
の
宝
石
・
タ
カ
ラ
ガ
イ
で
ア
ク

萩
博
物
館
だ
よ
り

（
☎
０
８
３
８
・
２
５
・
６
４
４
７
）

セ
サ
リ
ー
づ
く
り

▽
夏
休
み
中
の
毎
週
土
曜
日
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
30
分　

▽
１
回

１
０
０
円

★
Ｋ
Ｒ
Ｙ
山
口
放
送
で
ス
ポ
ッ
ト
Ｃ

Ｍ
放
送
中

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

年
中
無
休

観
覧
料　

大
人
５
０
０
円
、
高
・

大
学
生
３
０
０
円
、
小
・
中
学
生

１
０
０
円

駐
車
場　

普
通
車
66
台　

１
回
３
０

０
円
（
萩
市
民
の
方
が
同
乗
さ
れ
て

い
れ
ば
無
料
）

ま
ぼ
ろ
し
の
海ポ
セ
イ
ド
ン
お
う
こ
く

神
王
国
を

　
　
　
　
　
　
　
　

め
ざ
し
て

マ
ン
タ
の
海
流
大
冒
険

７
月
４
日
㈯
〜
８
月
31
日
㈪

山
口
県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館
だ
よ
り
（
☎
０
８
３
８・２
４・２
４
０
０
）

◦
浮
世
絵
展
示

「
後
期
浮
世
絵
の
美
人
画
」

７
月
４
日（
土
）〜
８
月
２
日（
日
）

「
小
林
清
親
の
世
界
」

８
月
４
日（
火
）〜
23
日（
日
）

海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
出
発
点

〝
福 

建
〟８

月
29
日
㈯
〜
10
月
12
日
㈪

◦
和
風
展
示
室
（
常
設
）

　

吉
村
芳
生
「
煉
獄
の
茶
室
」

　

防
府
市
出
身
。
山
口
市
郊
外
に
咲

く
花
を
色
鉛
筆
で
描
い
た
「
ケ
シ
」

を
茶
室
全
面
に
展
示
。

※
８
月
24
日
（
月
）
〜
28
日
（
金
）
は
、

展
示
替
え
に
と
も
な
う
臨
時
休
館
。

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

※
８
月
23
日
は
午
後
４
時
閉
館
。

休
館
日　

月
曜
日

※
７
月
20
日（
月
・
祝
）、
８
月
10
日

（
月
）は
開
館
。

観
覧
料　

一
般
１
２
０
０
円
、70
歳

以
上
・
学
生
１
０
０
０
円

創立２５０周年記念

ヨーロッパ陶磁器デザインの歴史

７月４日㈯〜８月 23 日㈰

ウェッジウッド

プリンス・オブ・ウェールズの壺　
1795年頃　ノッティンガム城美術館蔵 
ⓒ 2008 － 2009 Nottingham City 
Council. All rights reserved.

　創立 250 周年を記念して、
その初期から現代にいたるま
で日本初公開の作品を含め、
ウェッジウッド社の名品約
250 点を一堂に紹介します。
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■
２
０
０
９
茶
碗
招
待
展

　

山
口
県
と
姉
妹
提
携
を
結
ん
で
い
る

慶キ
ョ
ン
サ
ン
ナ
ム
ド

尚
南
道
で
、陶
芸
家　

岡
田
裕
、
玉

村
登
陽
、
野
坂
康
起
ほ
か
20
人
の
作
品

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
３
日（
金
）〜
12
日（
日
）

韓
国　

慶
尚
南
道
金キ

メ海
市　

金
海
文
化

の
殿
堂

■
岡
田
裕
作
陶
展

７
月
９
日（
木
）〜
14
日（
火
）

新
潟
県
新
潟
市
中
央
区
西
堀
７
番
町

１
５
７
４　

ホ
テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒

　
　
　
（
０
２
５
・
２
２
４
・
５
１
１
１
）

■
お
い
で
ま
せ
山
口
館

◦
萩
の
か
ま
ぼ
こ
販
売

　

ぷ
り
っ
と
し
た
歯
ご
た
え
が
萩
出
身

者
に
は
た
ま
ら
な
い
萩
発
祥
の
「
焼
抜

蒲
鉾
」。
萩
市
内
に
あ
る
す
べ
て
の
お

店
の
か
ま
ぼ
こ
を
取
り
揃
え
る
ほ
か
、

夏
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
も
販
売
。

７
月
６
日
（
月
）、
７
日
（
火
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
30
分

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
２
︲
３
︲
４
日

本
橋
プ
ラ
ザ
ビ
ル
１
階　

お
い
で
ま
せ

山
口
館
前
の
イ
ベ
ン
ト
広
場

　
　
　
（
０
３
・
３
２
３
１
・
１
８
６
３
）

■
第
20
回
日
本
陶
芸
展

　

萩
市
の
陶
芸
家　

岡
田
裕
、
野
坂
和

左
、
船
崎
透
が
入
選
し
ま
し
た
。

７
月
11
日（
土
）〜
９
月
６
日（
日
）

茨
城
県
笠
間
市
笠
間
２
３
４
５　

笠
間

芸
術
の
森
公
園
内　

茨
城
県
陶
芸
美
術

館
（
０
２
９
６
・
７
０
・
０
０
１
１
）

■
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

線
描
画
田
村
覚
志
展

　

萩
市
の
線
描
画
家　

田
村
覚
志
の
作

品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
18
日
（
土
）
〜
８
月
８
日
（
土
）

茨
城
県
水
戸
市
三
の
丸
２
︲
１
︲
18　

ケ
ー
ズ　

ラ
イ
ブ
リ
ー　

フ
ォ
レ
ス
ト

　
　
　
（
０
２
９
・
３
０
３
・
７
１
８
０
）

■
萩
ガ
ラ
ス
展
示
会

　

12
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
谷
内
田
順
子

さ
ん
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
萩
ガ
ラ
ス

が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
22
日
（
水
）
〜
28
日
（
火
）

東
京
都
新
宿
区
新
宿
３
︲
14
︲
１　

伊
勢
丹
新
宿
店

　
　
　
（
０
３
・
３
３
５
２
・
１
１
１
１
）

■
世
田
谷
ふ
る
さ
と
区
民
ま
つ
り

　

萩
市
と
世
田
谷
区
は
吉
田
松
陰
の
縁

で
友
好
都
市
の
関
係
に
あ
り
ま
す
。
萩

の
岸
田
商
会
と
村
田
蒲
鉾
店
が
出
店
し
、

地
ビ
ー
ル
、
夏
み
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
、
か

ま
ぼ
こ
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
す
。

８
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
）

東
京
都
世
田
谷
区
上
用
賀（
小
田
急「
経

堂
駅
」
下
車
）

Ｊ
Ｒ
Ａ
馬
事
公
苑
、
け
や
き
広
場

■
萩
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜
写
真
家
が
撮
る

レ
ン
ズ
の
向
こ
う
側
の
萩
〜

　

テ
ラ
ウ
チ
マ
サ
ト
ら
３
人
の
写
真
家

が
地
元
民
も
知
ら
な
い
『
萩
』
を
撮
影

し
た
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

８
月
18
日
（
火
）
〜
23
日
（
日
）

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
３
︲
16
︲
３
ル
デ

コ
ビ
ル　

渋
谷
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
ル
デ
コ

　
　
　
（
０
３
・
５
４
８
５
・
５
１
８
８
）

■
東
京
行
動
美
術
展

　

萩
市
の
画
家　

藤
崎
恒
頼
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

９
月
16
日
（
水
）
〜
28
日
（
月
）

東
京
都
港
区
六
本
木
７
︲
22
︲
２　

国

立
新
美
術
館

　
　
　
（
０
３
・
５
７
７
７
・
８
６
０
０
）

■
岡
田
裕
作
陶
展

９
月
22
日
（
火
・
祝
）
〜
28
日
（
月
）

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
１

︲
６
︲
２　

そ
ご
う
大
宮
店

　
　
　
（
０
４
８
・
６
４
６
・
２
１
１
１
）

■
萩
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜
写
真
家
が
撮
る

レ
ン
ズ
の
向
こ
う
側
の
萩
〜

８
月
25
日
（
火
）
〜
30
日
（
日
）

兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
波
止
場
町
６
︲

５
上
屋
Ｓ
O
︲
Ｋ
O　

メ
リ
ケ
ン
画
廊

　
　
　
（
０
７
８
・
３
６
２
・
１
４
５
０
）

■
た
ち
ば
な
会
・
か
ら
た
ち
会
広
島
支

部
総
会

　

広
島
地
区
の
萩
商
高
、
萩
工
高
の
同

窓
会
。

９
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜

広
島
県
広
島
市
南
区
的
場
町　

ホ
テ
ル

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
広
島
21

　
　
　
（
０
８
２
・
２
６
３
・
３
１
１
１
）

■
米
・
麦
・
芋
・
氷
酒
杯　

15
人
展

　

大
屋
窯
の
濱
中
月
村
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

７
月
15
日
（
水
）
〜
21
日
（
火
）

広
島
県
広
島
市
南
区
出
汐
１
丁
目
６
︲

12
︲
３
０
１　

花
独
楽

　
　
　
（
０
８
２
・
２
５
１
・
８
７
５
０
）

■
山
口
伝
統
工
芸
展
広
島
展

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

情
報
ア
ラ
カ
ル
ト

北
陸
地
区

中
国
地
区

関
東
地
区

関
西
地
区

　

岡
田
裕
、
止
原
伸
郎
、
波
多
野
善
蔵

ら
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
21
日（
火
）〜
27
日（
月
）

広
島
県
広
島
市
中
区
基
町
６
︲
27　

そ

ご
う
広
島
店

　
　
　
（
０
８
２
・
２
２
５
・
２
１
１
１
）

■
山
口
県
立
美
術
館

◦
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
十
二
代
三
輪
休

雪　

優
雅
な
欲
望
」

７
月
20
日
（
月
・
祝
）
ま
で

生
と
エ
ロ
ス
を
切
り
取
っ
た
、
初
期
か

ら
新
作
ま
で
大
作
を
含
め
紹
介
し
ま
す
。

８
月
25
日
（
火
）
〜
９
月
６
日
（
日
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
１
︲
４
︲

１　

日
本
橋
三
越
本
店
新
館
７
階
ギ
ャ

ラ
リ
ー（
０
３
・
３
２
４
１
・
３
３
１
１
）

９
月
11
日
（
金
）
〜
16
日
（
水
）

福
岡
県
福
岡
市
中
央
区
天
神
２
︲
１
︲

１　

福
岡
三
越
９
階
三
越
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
（
０
９
２
・
７
２
４
・
３
１
１
１
）

　

今
年
３
月
萩
商
工
生
徒
が
初
め
て
卒

業
し
た
こ
と
か
ら
、
同
窓
会
も
一
つ
に

な
っ
て
開
催
す
る
も
の
で
す
。
時
期
も
、

萩
工
業
か
ら
た
ち
会
は
毎
年
５
月
、
萩

商
業
た
ち
ば
な
会
は
毎
年
10
月
に
行
わ

れ
て
い
た
の
で
、
新
同
窓
会
は
そ
の
間

を
と
っ
て
７
月
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
同
窓
会
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
募

集
し
ま
す
。
入
場
券
に
ご
記
入
い
た
だ

い
た
中
か
ら
選
考
し
、
来
年
は
新
し
い

ネ
ー
ミ
ン
グ
で
同
窓
会
を
開
催
す
る
予

定
で
す
。

▽
７
月
11
日
（
土
）
午
後
６
時
〜

▽
萩
商
工
体
育
館
（
平
安
古
町
）

▽
３
０
０
０
円
（
お
弁
当
付
き
）

■
問
い
合
わ
せ

萩
商
工
内
同
窓
会
事
務
局（
０
８
３
８
・

２
２
・
０
０
３
４
）
森
田

７
月
11
日（
土
）

初
め
て
の
萩
商
工
同
窓
会

韓　

国

パ
リ
・
三
越
エ
ト
ワ
ー
ル 

山
口
県
関
係
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■
金
子
司
個
展

７
月
31
日
（
金
）
〜
８
月
９
日
（
日
）

宇
部
市
新
天
町
１
︲
２
︲
27　

Ｇ
Ａ
Ｌ

Ａ
Ｘ
Ｙ
ふ
く
な
が

　
　
　
（
０
８
３
６
・
３
１
・
０
０
８
５
）

■
金
子
司
個
展

８
月
12
日
（
水
）
〜
18
日
（
火
）

下
関
市
竹
崎
町
４
︲
４
︲
10　

下
関
大

丸
（
０
８
３
・
２
３
２
・
１
１
１
１
）

■
萩
商
工
高
等
学
校
同
窓
会
本
部
総
会

７
月
11
日（
土
）
午
後
６
時
〜

■
萩
高
同
窓
会
八
八
会

　

萩
高
指
月
会
の
本
部
総
会
。
今
年
の

引
受
期
は
46
期
（
平
成
６
年
卒
）。

８
月
８
日
（
金
）
午
後
７
時
〜

萩
高
等
学
校
体
育
館

　
　
　
（
０
８
３
８
・
２
２
・
０
０
７
６
）

■
萩
光
塩
学
院
同
窓
会
本
部
総
会

　

萩
光
塩
学
院
同
窓
会
の
本
部
総
会
。

８
月
10
日
（
月
）
午
後
６
時
30
分
〜

長
門
市
湯
本
温
泉　

大
谷
山
荘

　
　
　
（
０
８
３
７
・
２
５
・
３
２
２
１
）

■
萩
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
〜
写
真
家
が
撮
る

レ
ン
ズ
の
向
こ
う
側
の
萩
〜

８
月
２
日
（
日
）、
３
日
（
月
）

萩
市
吉
田
町　

萩
夏
ま
つ
り
歩
行
者
天

国■
か
ら
た
ち
会
九
州
支
部
総
会

　

九
州
地
区
の
萩
工
高
同
窓
会
。

９
月
予
定

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
北
区　

小
倉
飯

山
口
市
亀
山
町
３
︲
１　

山
口
県
立
美

術
館
（
０
８
３
・
９
２
５
・
７
７
８
８
）

■
山
口
県
立
山
口
博
物
館

◦
歴
史
常
設
展
示
第
Ⅱ
期
「
周
布
政
之

助
資
料
展
」

　

幕
末
期
の
長
州
藩
政
を
指
導
し
た
周

布
政
之
助
に
関
す
る
資
料
（
肖
像
画
、

漢
詩
書
、
愛
用
品
な
ど
）
を
展
示
。

９
月
13
日（
日
）
ま
で

山
口
市
春
日
町
８
︲
２　

山
口
県
立
山

口
博
物
館

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
０
２
９
４
）

■
行
動
美
術
協
会
山
口
の
作
家
展

　

萩
市
の
画
家　

藤
崎
恒
頼
の
作
品
が

展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
10
日
（
金
）
〜
26
日
（
日
）

光
市
光
井
９
︲
18
︲
２　

光
市
文
化
セ

ン
タ
ー（
０
８
３
３
・
７
２
・
５
８
０
０
）

■
大
屋
窯
＆
濱
中
孝
子
展

　

大
屋
窯
の
陶
器
・
磁
器
と
濱
中
孝
子

の
ジ
ュ
エ
リ
ー
と
焼
物
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
が
展
示
さ
れ
ま
す
。

７
月
19
日（
日
）〜
26
日（
日
）

山
口
市
後
河
原
１
２
１　

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ラ
・
セ
ー
ヌ

　
　
　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
４
０
０
９
）

斎
藤
隆
夫
さ
ん　
　
（
岡
山
県
倉
敷
市
）

玉
井
知
正
さ
ん　
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

中
村
元
巳
さ
ん　
　
（
東
京
都
調
布
市
）

柏
村
治
さ
ん　
　
（
神
奈
川
県
平
塚
市
）

竹
内
恵
子
さ
ん　
　
（
島
根
県
浜
田
市
）

安
村
一
夫
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

廣
森
日
出
夫
さ
ん　
（
京
都
府
京
都
市
）

長
岡
え
り
子
さ
ん（
福
岡
県
北
九
州
市
）

竹
内
右
二
さ
ん　
（
東
京
都
八
王
子
市
）

浜
田
寛
さ
ん　
　
（
大
阪
府
泉
大
津
市
）

戸
田
重
夫
さ
ん　
　
（
三
重
県
鈴
鹿
市
）

町
田
仁
史
さ
ん　
　
（
東
京
都
足
立
区
）

和
田
嘉
之
さ
ん　
　
（
山
口
県
宇
部
市
）

佐
々
木
紀
子
さ
ん　
（
山
口
県
下
関
市
）

野
村
淳
さ
ん　
　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

岡
村
作
夫
さ
ん　
　
（
山
口
県
山
口
市
）

田
原
博
さ
ん　
　
　
（
福
岡
県
宗
像
市
）

井
上
秀
子
さ
ん　
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

山
本
敬
信
さ
ん　
　
（
東
京
都
多
摩
市
）

プ
レ
ゼ
ン
ト

田
村
幸
子
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

仁
保
光
昭
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
萩
市
）

伊
藤
三
八
さ
ん　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

今
岡
健
二
さ
ん　
　
（
東
京
都
国
立
市
）

小
田
豊
さ
ん　
　
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

渡
辺
典
子
さ
ん　
　
（
千
葉
家
県
柏
市
）

新
見
早
苗
さ
ん　
（
東
京
都
東
村
山
市
）

川
崎
芳
江
さ
ん　
　
（
東
京
都
中
野
区
）

森
野
由
美
さ
ん　
　
（
広
島
県
広
島
市
）

岡
崎
倫
子
さ
ん　
　
（
山
口
市
下
関
市
）

坪
屋
利
満
さ
ん　
　
（
大
阪
府
枚
方
市
）

松
野
寿
啓
さ
ん　
　
（
大
阪
府
豊
中
市
）

小
島
正
吉
さ
ん　
　
（
大
阪
府
吹
田
市
）

石
川
哲
司
さ
ん　
　
（
大
阪
市
箕
面
市
）

金
子
清
志
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
姫
路
市
）

森
脇
繁
孝
さ
ん　
　
（
兵
庫
県
播
磨
町
）

田
中
紀
子
さ
ん　
（
大
阪
府
羽
曳
野
市
）

山
本
晋
二
さ
ん　
（
大
阪
府
富
田
林
市
）

幡
地
ひ
と
み
さ
ん　
（
大
阪
府
大
阪
市
）

◦
㈲
た
け
な
か
の『
柑
乃
雫
』（
８
ペ
ー

ジ
）
を
５
名
様
に
。

◦
松
尾
優
子
さ
ん
作
の
マ
グ
カ
ッ
プ

（
11
ペ
ー
ジ
、
絵
柄
は
松
陰
神
社
、
萩

反
射
炉
）
陶
器
各
１
個
、
磁
器
各
１
個

を
計
４
名
様
に
。

応
募
方
法　

ハ
ガ
キ
に
品
名
、
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
、
近
況
等
を
明
記
の

う
え
、
萩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会
プ
レ
ゼ

ン
ト
係
ま
で
。
７
月
31
日（
消
印
有
効
）。

九
州
地
区

■
決
定
版　

萩
も
の
し
り
博
士
検
定
テ

キ
ス
ト

　

萩
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
の
知
識
を

体
系
的
に
網
羅
。
基
本
的
か
つ
正
統
的

な
問
題
７
７
０
問
。

Ｂ
５
判
／
２
８
０
ペ
ー
ジ

価　

格　

１
５
０
０
円

発　

行　

萩
も
の
し
り
博
士
検
定
実
行

委
員
会

販　

売　

萩
博
物
館
（
０
８
３
８
・
２

５
・
６
４
４
７
）
ほ
か

■
「
徴
税
権
力
ー
国
税
庁
の
研
究
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

落
合
博
実
著

　

著
者
は
国
税
庁
担
当
だ
っ
た
新
聞
記

者
。
第
１
章
の
金
丸
信
の
脱
税
事
件
は
、

検
察
と
国
税
の
や
り
と
り
等
、
下
手
な

小
説
よ
り
面
白
い
。
野
村
萩
市
長
は
、

国
税
庁
の
調
査
査
察
部
長
と
し
て
未
曾

有
の
大
事
件
の
調
査
を
指
揮
し
て
い
る
。

文
庫
判
／
２
８
８
ペ
ー
ジ

価　

格　

５
５
０
円

発　

行　

文
春
文
庫

店
（
０
９
３
・
５
２
１
・
８
６
３
１
）

■
「
萩
・
長
門
今
昔
写
真
帖　

萩
市
・

長
門
市
・
阿
武
町
・
阿
東
町
」

価　

格　

１
万
１
５
５
０
円

発　

行　

郷
土
出
版
社

発
売
元　

山
口
教
科
書
供
給
株
式
会
社

　
　
　
（
０
８
３
６
・
３
６
・
７
３
０
２
）

■
「
山
県
有
朋
ー
愚
直
な
権
力
者
の
生

涯
」　　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
之
雄
著

　

陸
軍
と
官
僚
を
支
配
下
に
お
い
て
山

県
閥
を
つ
く
り
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
反

対
し
、
憎
ま
れ
て
世
を
去
っ
た
元
老
・

山
県
有
朋
は
、
日
本
の
近
代
化
に
と
っ

て
本
当
に
害
悪
だ
っ
た
の
か
？

新
書
判
／
４
８
８
ペ
ー
ジ

価　

格　

１
３
６
５
円

発　

行　

文
春
新
書

■「
宮
本
常
一
が
撮
っ
た
昭
和
の
情
景
」

上
巻
・
下
巻

　

昭
和
35
年
〜
40
年
代
の
、
萩
市
見
島
、

羽
島
、
相
島
、
川
上
、
福
井
上
の
写
真

が
24
枚
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ａ
５
判
／
２
５
５
ペ
ー
ジ

価　

格　

各
２
９
４
０
円

発　

行　

毎
日
新
聞
社

萩
市
関
係

（
４
月
21
日
〜
６
月
23
日　

38
人
）

出
版
情
報

新
規（
再
）加
入
会
員
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◆萩市観光課　（0838・25・3139）
◆萩市観光協会（0838・25・1750）

菊ヶ浜海水浴場
7月13日〜8月16日

ひまわりロード
７月下旬〜８月

ホルンフェルス 

　国の重要文化財に指定されている大照院鐘
楼門の保存修復工事が 5月末に完成しました。
　修理はすべての部材（約 2500個）をいっ
たん解体し、左右に取り付く回廊や風

ふうたく

鐸、本
瓦の形式などを建立当時の姿に戻したことで、
より重厚な構えとなりました。

たまがわ夏まつり花火大会

大照院の万灯会
８月13日　19：30〜

８月25日

 （むつみ 伏
ふすまやま

馬山麓）

600基の石灯籠

（須佐）

▷大照院（国の重要文化財）
　萩藩２代藩主、毛利綱

つ な ひ ろ

広が明
暦 2年（1656）までに再興し
た臨済宗寺院。初代藩主、毛利
秀
ひでなり

就と偶数代藩主の墓所がある
藩主の菩提寺で、火災により、
現在の建物は寛延 3年（1750）
までに再建されました。

夏の夜空を彩る約 5,000
発の花火が打ち上がります。
ところ　長門市仙崎湾

ながと仙崎花火大会
昨年約 5,000 発

７月23日㈭ 午後８時〜

奈古漁港に 3,000 発の花
火が上がります。
ところ　阿武町奈古漁港

なご夏まつり花火大会
約 3,000 発

７月25日㈯ 午後８時〜

三方を山に囲まれた須佐湾
に迫力音が響き渡ります。
ところ　萩市須佐漁港

須佐湾花火大会
約 5,000 発

７月28日㈫ 午後８時〜

山に囲まれた漁港で打ち上げら
れる花火は体に響きます。
ところ　萩市江崎漁港弁天公園周辺

たまがわ夏まつり
花火大会 約 2,000 発

８月25日㈫

ところ　萩市むつみＢ＆Ｇ
海洋センター

むつみふれあい盆踊り
花火大会 約 700 発

８月14日㈮ 午後８時〜

萩・日本海大花火大会

日本海をバックに、約 7,000 発が　　　　　　  。
今年は萩西中グラウンドを駐車場として開放。
ところ　萩市菊ヶ浜

午後８時〜

８月１日
（土）

帰省の際は
萩・石見空港のご利用を！

夜空に満開


